
平成 25年度実績に関する事務事業評価表
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721,000
1,311,000
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２ 検討の余地あり
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90,000
500,000

25年度

1,009,097
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225.8%

5
62.7%

166.7%

2

1
99 110

3

活
動
指
標

50.0%

31-１　学び続ける環境づくり

青年教室・サークル数
パワーアップ塾（うおづ屋）事業数

市民協働の状況

実績
4
1

計画

19,000
500,000

予算現額

2
5
2

区　　分

①需用費
②委託料

６
評
価

Ｂ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

上位施策への貢献度 １ 高い
１ なし

１ 高い
１ 適正である

Ｂ

1,484,000

1

400

1,484,000

有  効  性

Ｂ
１ 妥当である
１ 高い

１ 妥当である

２ 検討の余地あり

0.0%

0.0%

○青年教室での練習の成果を披露するため、生涯学習フェスティバルに参加した。【開催日】３月２日【場所】学びの森交流館
○うおづ屋のメンバー募集チラシを作成し、メンバーの増員に努めた。また、各団体主催事業には、協力しイベントを盛り上げた。
・魚津祭組主催の「よっしゃ来い!!CHOUROKUまつり」では魚津音組がイベントの一部としてまちなか映画祭を開催し、うおづ屋は当
日スッタッフとして協力した。【開催日】５月18日【場所】魚津商工会議所前通り
・魚津音組主催の「USIC FES!!2013」ではうおづ屋のメンバーがスタッフとして協力した。【開催日】９月16日（月）9：00～17：
00【場所】新川文化ホール【参加者数】2,060人
・うおづ屋主催の「ミラたんモザイクアートプロジェクト」の写真応募では魚津音組、魚津高校写真部、新川高校報道記録部が写真
提供に協力した。【写真募集期間】９月31日～10月31日【参加者数】個人127名・５団体【応募枚数】2001枚

2,689,097

400

1,680,000

-0.2%

目標達成度
類似事業の有無

1,680,0001,680,000

3,204,000

400

1,680,000

1

2,694,000

400

1

3,164,000

1,014,000
1,014,000

495,000
1,014,000

①国庫支出金

単位

130,000
500,000

24年度
決算額

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

50
1

指　標　名

1,524,000
1,524,000

894,000

人
件
費

②県支出金

⑤その他
支出合計（Ａ） 1,524,000

成
果
指
標

支
出
内
訳

学びの森青年会登録者数
うおづ屋の交流団体数

③工事請負費
④負担金補助及び交付金

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

①事務事業に携わる正規職員数

２
事
業
概
要

事 業 概 要
　新川学びの森天神山交流館で青年向けに３つの教室（抹茶・料理・着物着付け）と１つのサークル（ストリートダ
ンス）を実施している。
また、市内若者による魚津市の活性化を目的とした事業を団体（うおづ屋・実行委員会魚津音組）へ委託している。

対　   　象

意       図
（成果指標）

　青年教室に参加することにより、余暇を有効に活用することができる。また、イベントを企画・運営することによ
り、青年同士の交流が深まり、若者が元気になり、魚津市が活性化する。

青年教室の実施。青年団体によるイベントの実施・参加を通して交流する。

市内在住または市内へ通勤している青年（主に18歳～35歳）

手       段
（活動指標）

計画
4

1,009,097

61,907

1,311,000

69

開始年度 当面継続

447,190

協働している

一般会計

教育費

社会教育費

26年度

平成23年度

３
指
標

25年度

5
計画

6

単位 24年度
実績

政  策  名

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

施  策  名

生涯学習・スポーツ課青年活動パワーアップ事業

青年活動パワーアップ事業

自治事務

生涯学習係

0765-23-1045

担
当
部
署

課       名

ソフト事業

90,000
500,000

終了年度

項

目

実施主体の適正化
負担割合の適正化

コスト効率

１ 適正である ２ 改善の余地あり
事業の進め方・内容について改善の
余地あり

２次評価

全国的に青年活動の活性化が求められている中で、新たな青年活
動が始まったことは評価されることであり、さらに幅広い団体等
との連携により、活動の活性化を図る必要がある。

評
価
結
果

３ 妥当でない

0.0%

1,009,097

500,000

0.0%

達成率
80.0%

-0.5%

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

効  率  性 Ｃ

1,484,000

1,311,000-0.5%

係　   　名

電 話 番 号

会　   　計

款

894,000

社会教育総務費

予
算
科
目

２ 普通
２ 改善の余地あり

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

３ 低い
３ 低い
３ 適正でない

３ 低い・未実施
３ あり

２ 普通

３ 適正でない

３ 妥当でない

評価項目 内　　容
自治体関与の妥当性
目的の妥当性 ２ 検討の余地あり
対象の妥当性

３ 妥当でない１ 妥当である



平成 25年度実績に関する事務事業評価表
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円

円

　

社会教育委員に行政外の立場から幅広い助言や意見をいただき、
反映していくことは重要であり、市民ニーズにあった社会教育事
業の推進を図っていく。

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

上位施策への貢献度

対象の妥当性

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

評
価
結
果

Ｂ有  効  性

Ａ
自治体関与の妥当性

負担割合の適正化

目標達成度

実施主体の適正化

28.8%

２ 検討の余地あり

不要

３ 妥当でない

676,000328,430
1

2,318,0004.7%

0.0%

2,103,031

400

1,680,000円）（Ｂ） 1,680,000

400

638,000
0.0%1

③人件費（②×＠

400 0.0%

①事務事業に携わる正規職員数

4,200

26年度

30,000

2

26年度
当初予算額

428,000

計画
3

予算現額 決算額

321.2%

決算増減率

-2.0%

50.0%

25年度

252,031

協働になじまない

手       段
（活動指標）

31-１　学び続ける環境づくり

社会教育委員研修回数

市民協働の状況

実績計画指　標　名

3

単位 24年度 25年度

3

予算現額
403,000

2

1

24年度
決算額
257,210

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

効  率  性 Ａ

○平成25年６月４日に社会教育委員会議を開催し、平成25年度の重点事業について事務局より説明の後、委員から事業への意見や提
言を受けた。
○全国社会教育研究大会三重大会（兼東海北陸社会教育研究大会）に社会教育委員１名と職員１名が参加し、全国の各地域における
社会教育活動の実践や研究成果について情報を交換し交流を深めた。（大会日程：平成25年10月24～25日）

１ 妥当である

２ 改善の余地あり

２ 検討の余地あり

３ 低い・未実施

コスト効率 ２ 普通
１ 高い
１ なし

400

1,680,000

１ 妥当である

400

２ 普通

内　　容
２ 検討の余地あり

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

1,680,000

2,008,430 2,356,000

676,000

類似事業の有無

目的の妥当性

1,680,000

2,268,000

評価項目

１ 高い

３ 妥当でない
３ 妥当でない

２ 目標どおり

１ 妥当である

152,000
588,000

①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

⑤その他
支出合計（Ａ）

財
源
内
訳 588,000 328,430

33,00033,000

成
果
指
標

支
出
内
訳

社会教育委員からの提言数（会議開催数）

③工事請負費

1

４
コ
ス
ト
情
報

人
件
費

②県支出金

588,000
1

④負担金補助及び交付金

単位

３
指
標

社会教育委員会議の開催及び社会教育研究大会（東海北陸ブロック）への参加

社会教育委員

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

２
事
業
概
要

事 業 概 要
　市の社会教育全般について助言や意見を受けるため、社会教育委員を設置する。社会教育委員は、東海北陸社会教
育研究大会などへの参加を通じて社会教育の現状や動向について研修し、時代にあった社会教育事業の実施につなげ
ていく。

対　   　象

意       図
（成果指標）

社会教育委員からの事業への意見や提言を受け、事業に反映させていく

2

328,430
38,220 253,000

2

活
動
指
標

-69.7%

28.8%

10,000
161,000
423,031

教育費

社会教育費

社会教育総務費31　生涯学習の推進

計画

2

達成率
66.7%

実績

当面継続昭和45年度開始年度

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

予
算
科
目

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

生涯学習振興事業

生涯学習振興事業

自治事務

生涯学習係

0765-23-1045

担
当
部
署

係　   　名

電 話 番 号

課       名

ソフト事業

413,000

10,000

終了年度

生涯学習・スポーツ課

１ 適正である

２ 検討の余地あり
３ 低い
３ 低い１ 高い

１ 適正である

３ あり

３ 適正でない
３ 適正でない２ 改善の余地あり

1

28.8% 638,000

1

423,031
423,031

180,000
638,000

会　   　計

款

項

目

676,000

一般会計



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 教室
② 回
③ 回
① 人
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

市が主催する生涯学習教室は、生涯学習のきっかけづくりである
ことから、さらに、新規受講生が入りやすい環境整備を進める。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
　２次評価 不要

Ｂ
コスト効率

負担割合の適正化
実施主体の適正化

１ 適正である

１ 高い ２ 普通

２ 改善の余地あり ３ 適正でない
２ 改善の余地あり ３ 適正でない

３ 低い
１ 適正である

有  効  性 Ｂ
目標達成度

効  率  性

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

１ 高い
２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

妥　当　性 ２ 検討の余地ありＡ
自治体関与の妥当性
目的の妥当性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点

３ 低い・未実施

３ 妥当でない
３ 妥当でない

２ 目標どおり

Ｈ24評価 Ｈ25評価

１ 妥当である
対象の妥当性 １ 妥当である

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

○初心者を対象とした生涯学習教室を18教室開催し、167名が受講した。
○生涯学習教室や地区公民館で開催する講座受講生の成果を発表する場として生涯学習フェスティバルを開催した。【開催日】平成
26年３月２日【場所】新川学びの森天神山交流館
○郷土料理の伝承を目的に市民教養講座のハートフルセミナーを２回開催した。
・郷土のお正月料理【開催日】12月25日【場所】学びの森交流館【参加者数】11名
・冬の郷土料理【開催日】１月25日【場所】学びの森交流館【参加者数】８名

4.5% 2,617,000総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,710,000 2,222,482 2,627,000 2,321,917

人
件
費

2

②年間所要時間

1,680,000

2

400 400 400 400

③人件費（②×＠ 0.0%

4000.0%

2 2

1,680,000

2 0.0%

4,200 円）（Ｂ） 1,680,000 1,680,0001,680,000

⑤一般財源 1,030,000

①事務事業に携わる正規職員数
947,000

542,482 947,000 641,917 18.3% 937,000
937,000

④その他（使用料、雑入等）

641,917 18.3%収入合計 1,030,000 542,482

財
源
内
訳

①国庫支出金
②県支出金
③地方債

18.3% 937,000
⑤その他 845,000 26.2% 750,000
支出合計（Ａ） 1,030,000

394,595 790,000 498,165
542,482 947,000 641,917

④負担金補助及び交付金
③工事請負費
②委託料

-2.8%147,887
決算増減率 当初予算額予算現額 決算額

187,000

26年度

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

予算現額 決算額

支
出
内
訳

①需用費 185,000

25年度

157,000 143,752

成
果
指
標

受講者数 210 196
90 66ハートフルセミナー参加者数 63.3% 50

100.0% 1

30 19
200

1
22 2 100.0%

14 128.6% 12
達成率

生涯学習フェスティバル 1 1 1

220 157 71.4%

18 18

講座受講をきっかけに、生涯学習に取り組む人が増える。

ハートフルセミナー 3 3

計画計画 実績指　標　名 単位 24年度
実績

２
事
業
概
要

事 業 概 要
　学び続けるきっかけづくりとして、初心者を対象とした生涯学習教室を開催する。また、成果を発表する生涯学習
フェスティバルを開催する。
　市民の教養を高めることを目的に、市民教養講座ハートフルセミナーを開催する。

対　   　象 市民

25年度 26年度

３
指
標

手       段
（活動指標）

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名

活
動
指
標

開催教室数

31-１　学び続ける環境づくり

10
計画

習い事などの生涯学習活動を始めたい人のニーズに沿った講座を設ける。

意       図
（成果指標）

社会教育総務費

政  策  名

協働している市民協働の状況

施  策  名 31　生涯学習の推進 目

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

予 算 事 業 名 生涯学習教室等事業 係　   　名 生涯学習係

電 話 番 号 0765-23-1045

担
当
部
署

課       名 生涯学習・スポーツ課

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 生涯学習教室等事業

事  業  期　間 開始年度 昭和50年度 終了年度

事  業  区　分 自治事務



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 数
②
③
① 校・園

②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

視聴覚教材の充実に努めるとともに、幅広い市民から利用される
ようＰＲする必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
　２次評価 不要

Ｂ
コスト効率

負担割合の適正化
実施主体の適正化

１ 適正である

１ 高い ２ 普通

２ 改善の余地あり ３ 適正でない
２ 改善の余地あり ３ 適正でない

３ 低い
１ 適正である

有  効  性 Ｂ
目標達成度

効  率  性

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

１ 高い
２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

妥　当　性 ２ 検討の余地ありＡ
自治体関与の妥当性
目的の妥当性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点

３ 低い・未実施

３ 妥当でない
３ 妥当でない

２ 目標どおり

Ｈ24評価 Ｈ25評価

１ 妥当である
対象の妥当性 １ 妥当である

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

○視聴覚資材・機材の貸し出しを行った。
○視聴覚教材選対委員会を開催し、新たに購入する３作品を選定した。（平成25年12月３日）
○魚津市視聴覚ライブラリー運営委員会を開催し、25年度の事業成果と今後の課題また26年度事業計画案について協議した。（平成
26年２月25日）

-2.0% 620,000総　費　用（Ａ＋Ｂ） 650,000 625,128 620,000 612,906

人
件
費

1

②年間所要時間

420,000

1

100 100 100 100

③人件費（②×＠ 0.0%

1000.0%

1 1

420,000

1 0.0%

4,200 円）（Ｂ） 420,000 420,000420,000

⑤一般財源 230,000

①事務事業に携わる正規職員数
200,000

205,128 200,000 192,906 -6.0% 200,000
200,000

④その他（使用料、雑入等）

192,906 -6.0%収入合計 230,000 205,128

財
源
内
訳

①国庫支出金
②県支出金
③地方債

-6.0% 200,000
⑤その他 230,000 -6.0% 200,000
支出合計（Ａ） 230,000

205,128 200,000 192,906
205,128 200,000 192,906

④負担金補助及び交付金
③工事請負費
②委託料

決算増減率 当初予算額予算現額 決算額
26年度

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

予算現額 決算額

支
出
内
訳

①需用費

25年度

成
果
指
標

教材・機材を活用した学校等の数 25 14 25

100 44.0% 100
達成率

25 11 44.0%

83 44

視聴覚教材や機材を活用して学習効果を高める学校や園などが増える

計画計画 実績指　標　名 単位 24年度
実績

２
事
業
概
要

事 業 概 要 学校教育、社会教育における視聴覚教材の活用を促すとともに視聴覚教材の研究を行う

対　   　象 小学校、中学校、幼稚園、保育所、社会教育団体（公民館など）

25年度 26年度

３
指
標

手       段
（活動指標）

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名

活
動
指
標

教材・機材ののべ貸出し数

31-１　学び続ける環境づくり

100
計画

より効果的な学習活動のために、保有する視聴覚教材を貸し出す。また、要望の多い作品を購入する。

意       図
（成果指標）

社会教育総務費

政  策  名

協働になじまない市民協働の状況

施  策  名 31　生涯学習の推進 目

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

予 算 事 業 名 視聴覚ライブラリー事業 係　   　名 生涯学習係

電 話 番 号 0765-23-1045

担
当
部
署

課       名 生涯学習・スポーツ課

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 視聴覚ライブラリー事業

事  業  期　間 開始年度 昭和43年度 終了年度

事  業  区　分 自治事務



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 箇所
② 回
③
① 人
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

計画どおり事業を実施することが適
当

２次評価

コスト効率

１ 適正である

評価項目

評
価
結
果

不要 　

２ 検討の余地あり

２ 改善の余地あり

２ 普通
２ 改善の余地あり

7,000

400

4,980,000

1,680,000

2,654,000

2,319,000

市内15教室でスポーツ・文化活動、各種体験活動を実施した。
また、年度末には放課後対策事業運営委員会を開催して、今年度の活動状況を確認した。

上位施策への貢献度 １ 高い

7,349,806

類似事業の有無

３ 妥当でない
３ 妥当でない
３ 妥当でない

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

３ あり
３ 低い

３ 適正でない
３ 適正でない
３ 低い

２ 普通

26年度
当初予算額

30,000
3,656,000

0.0% 1

0.2% 1,276,000
4,980,000

決算増減率

1204.0%

7,000
-10.5%

2,924,000

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

15
670

7,000

18,000

13,000
100

5,383,275

予算現額 決算額

100
15,000 13,201

2,452,975

4,061,000

1,266,720

市民協働の状況

実績
15

639

放課後において子どもたちの安全な居場所が確保される。

協働している

95.4%

26年度

670

計画

2,956
4,386,000

実績

14,847

24年度

100

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

Ａ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

公民館活動のこども教室として、事業名は変わってきているが、
少子化対策としての行われている事業であり、充実していかなけ
ればならない。

１ 適正である
負担割合の適正化

１次評価
（課長総括）

効  率  性
１ 高い

実施主体の適正化

400

１ 妥当である

目標達成度

目的の妥当性
対象の妥当性

内　　容

３ 低い・未実施

-3.9%

400

7,063,275

1

7,065,000

400

1 11

1,680,0001,680,000

7,941,000

1,680,000

支出合計（Ａ）

③人件費（②×＠

人
件
費 円）（Ｂ）

①事務事業に携わる正規職員数

②年間所要時間

4,200

1,263,840
6,261,000 5,669,806

②県支出金 3,504,000 2,924,000

⑤その他

①国庫支出金

5,385,0005,669,806
2,454,0002,750,000 2,739,506

6,261,000

6,300

３
指
標

670

活
動
指
標

単位

15実施教室数
教室開催数（総数）

計画

4,865,000

区　　分

①需用費

15,000

単位

参加者数（延べ）
参加児童の満足度（アンケート）

決算額

21,000
1,345,000

17,010

24年度

647

100

15

30,000
予算現額

予 算 事 業 名

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

財
源
内
訳

成
果
指
標

支
出
内
訳

施  策  名

目  標  名

２
事
業
概
要

事 業 概 要
　放課後における子どもたちの安全・安心な居場所を設け、地域住民の参画を得て、勉強やスポーツ・文化活動等地
域に根ざした多様な体験活動の機会を提供し、地域全体で子供たちを育む。主として小学校児童を対象に全校下の地
区公民館と２つの小学校の待機スペースでいろいろな遊び、料理、伝統芸能、サークル活動等を行う。

対　   　象

教育費

社会教育費

意       図
（成果指標）

手       段
（活動指標）

４
コ
ス
ト
情
報 6,300 0.0%

③工事請負費

-5.1%

0.0%④負担金補助及び交付金

5,385,000

平日放課後並びに土日・祝日に公民館等でサークル活動・体験活動を実施する。

市内の小学生

17,010

②委託料

計画
15 100.0%

25年度

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 課       名

目

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

政  策  名

事  業  期　間 終了年度開始年度

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

基本目標４　人と文化を育むまち

当面継続

社会教育総務費

31-２　地域の教育力の向上

指　標　名

平成13年度

5,383,275

0.0%

予
算
科
目

一般会計

達成率

18,000

生涯学習・スポーツ課放課後子ども教室推進事業

放課後子ども教室推進事業

自治事務

生涯学習係係　   　名

0765-23-1045

担
当
部
署

ソフト事業

2,924,000

30,000
4,061,000

電 話 番 号

会　   　計

款

項

-7.4%

25年度

-5.1%

88.0%
100.0%100

1,276,000

38,545

有  効  性

Ａ
１ 妥当である

１ 妥当である自治体関与の妥当性

１ 高い

Ｂ １ なし

400

1,680,000

２ 検討の余地あり

6,660,000

２ 検討の余地あり

２ 目標どおり
２ 検討の余地あり

0.0%

0.0%

欄

外

欄

外



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
②
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

　

公民館でのコミュニティ機能を併設に向けて、市長部局で公民館
を所管するための準備を進める必要がある。

現行どおり管理運営を行うことが適
当

２次評価

上位施策への貢献度

対象の妥当性

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

評
価
結
果

Ａ有  効  性

Ａ
自治体関与の妥当性

負担割合の適正化

目標達成度

実施主体の適正化

-6.8%

-16.2%

２ 検討の余地あり

不要

３ 妥当でない

181,000

51,854,00059,768,370
2

34,199,000-15.0%

0.0%

55,107,049

1,200

5,040,000

5,294,000

円）（Ｂ） 5,040,000

72,000

1,200

29,159,000
0.0%2

③人件費（②×＠

1,200 0.0%

①事務事業に携わる正規職員数

4,200

26年度

2,790,000

140,000

26年度
当初予算額
8,978,000

計画
52

予算現額 決算額

-1.6%

決算増減率

-47.6%

93.1%

25年度

7,911,648

協働になじまない

手       段
（活動指標）

31-２　地域の教育力の向上

公民館職員数（館長、主事、指導員、書記）

市民協働の状況

実績計画指　標　名

52

単位 24年度 25年度

52

予算現額
14,483,000

52

131,208

24年度
決算額

15,104,122

６
評
価

Ａ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

１次評価
（課長総括）

効  率  性 Ｂ

公民館の維持・管理、公民館職員の賃金等支払い

１ 妥当である

２ 改善の余地あり

２ 検討の余地あり

３ 低い・未実施

コスト効率 ２ 普通
１ 高い
１ なし

1,200

5,040,000

１ 妥当である

1,200

２ 普通

内　　容
２ 検討の余地あり

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

5,040,000

64,808,370 56,894,000

51,673,000

類似事業の有無

目的の妥当性

5,040,000

66,020,000

評価項目

１ 高い

３ 妥当でない
３ 妥当でない

２ 目標どおり

１ 妥当である

35,343,000

189,769

60,980,000

176,934

①国庫支出金

区　　分

①需用費
②委託料

⑤その他
支出合計（Ａ）

財
源
内
訳

197,000
60,783,000 59,578,601

2,493,3922,850,000

8,303,859

成
果
指
標

支
出
内
訳

公民館延べ利用者数

③工事請負費

135,480

8,304,000

４
コ
ス
ト
情
報

人
件
費

②県支出金

60,980,000
2

④負担金補助及び交付金

単位

３
指
標

公民館職員の賃金等支払・雇用に関すること、光熱水費等維持管理にかかる支払、公民館設備の修繕・備品の購入、
警備・清掃等の業務を委託して行う　など

公民館と公民館職員

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

２
事
業
概
要

事 業 概 要 公民館および公民館職員の賃金・維持・管理等にかかる事業

対　   　象

意       図
（成果指標）

公民館利用者が快適に利用できるように環境を整える。

52

59,768,370
33,866,997 34,403,000

141,000

活
動
指
標

45.4%

-16.2%

3,625,517
33,317,595
50,067,049

-37.2%

教育費

社会教育費

公民館費31　生涯学習の推進

計画

141,000

達成率
100.0%

実績

当面継続昭和27年度開始年度

基本目標４　人と文化を育むまち

10　明日を担う人づくり

予
算
科
目

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

目  標  名

政  策  名

施  策  名

公民館一般管理費

公民館一般管理費

自治事務

生涯学習係

0765-23-1045

担
当
部
署

係　   　名

電 話 番 号

課       名

施設管理

8,108,000
5,221,000

4,122,000

終了年度

5,212,289

生涯学習・スポーツ課

１ 適正である

２ 検討の余地あり
３ 低い
３ 低い１ 高い

１ 適正である

３ あり

３ 適正でない
３ 適正でない２ 改善の余地あり

2

-16.3% 29,087,000

2

49,890,115
50,067,049

12,097,000
29,159,000

会　   　計

款

項

目

51,854,000

一般会計



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 館
②
③
① 館
② 館
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

公共施設の再編方針にしたがい、計画的な整備を進める必要があ
る。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
　２次評価 不要

Ａ
コスト効率

負担割合の適正化
実施主体の適正化

１ 適正である

１ 高い ２ 普通

２ 改善の余地あり ３ 適正でない
２ 改善の余地あり ３ 適正でない

３ 低い
１ 適正である

有  効  性 Ｂ
目標達成度

効  率  性

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

１ 高い
２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

妥　当　性 ２ 検討の余地ありＡ
自治体関与の妥当性
目的の妥当性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点

３ 低い・未実施

３ 妥当でない
３ 妥当でない

２ 目標どおり

Ｈ24評価 Ｈ25評価

１ 妥当である
対象の妥当性 １ 妥当である

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

○平成18年度にＪＡ部分が市へ譲渡され、内装改修を行い使用している上野方公民館と片貝公民館の耐震診断を実施
　１月31日に業務完了報告がなされ、両施設とも耐震性有との結果であった。
○昭和52年11月に竣工し、築36年経過している片貝公民館の大規模修繕工事について検討
　小学校の統廃合計画有（片貝・西布施小学校を吉島小学校に統合し、片貝小学校を公民館として利用するのならば、大規模改修の
必要なし）
　

-100.0% 0総　費　用（Ａ＋Ｂ） 15,840,000 12,915,000 0 0

人
件
費

1

②年間所要時間

0

1

200 200

③人件費（②×＠ -100.0%

-100.0%

0

-100.0%

4,200 円）（Ｂ） 840,000 0840,000

⑤一般財源

①事務事業に携わる正規職員数
0 0

④その他（使用料、雑入等）

0 -100.0%収入合計 15,000,000 12,075,000

-100.0%財
源
内
訳

①国庫支出金
②県支出金 15,000,000 12,075,000
③地方債

-100.0% 0
⑤その他
支出合計（Ａ） 15,000,000 12,075,000 0 0

④負担金補助及び交付金
③工事請負費
②委託料

決算増減率 当初予算額予算現額 決算額
26年度

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

予算現額 決算額

支
出
内
訳

①需用費

15,000,000 12,075,000

25年度

-100.0%

成
果
指
標

耐震補強を行った公民館 2 2
6 6耐震補強不要の公民館 133.3% 86 8

2

0 1
達成率

2 2 100.0%

1 0

大規模修繕や耐震化工事が必要な施設には工事を行い、住民が安心して利用できる施設を増やす。

計画計画 実績指　標　名 単位 24年度
実績

２
事
業
概
要

事 業 概 要
　住民が集い、ふれあい、学ぶ場である地区公民館で安心して事業が行えるよう、耐震性の無い公民館には耐震補強
をするとともに、経年劣化等により大規模修繕が必要な施設においては大規模改修を行い、快適で安心して利用でき
る施設にする。

対　   　象 地区公民館

25年度 26年度

３
指
標

手       段
（活動指標）

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名

活
動
指
標

大規模修繕・耐震化工事が必要な公民館

31-２　地域の教育力の向上

1
計画

大規模修繕や耐震化工事を必要とする公民館の工事を行う。

意       図
（成果指標）

公民館費

政  策  名

協働になじまない市民協働の状況

施  策  名 31　生涯学習の推進 目

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

予 算 事 業 名 公民館大規模修繕事業 係　   　名 生涯学習係

電 話 番 号 0765-23-1045

担
当
部
署

課       名 生涯学習・スポーツ課

ハード事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 公民館大規模修繕事業

事  業  期　間 開始年度 平成13年度 終了年度

事  業  区　分 自治事務



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
② 回
③
① 人
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

公民館でのコミュニティ機能を併設に向けて、市長部局で公民館
を所管するための準備を進める必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
　２次評価 不要

Ａ
コスト効率

負担割合の適正化
実施主体の適正化

１ 適正である

１ 高い ２ 普通

２ 改善の余地あり ３ 適正でない
２ 改善の余地あり ３ 適正でない

３ 低い
１ 適正である

有  効  性 Ｂ
目標達成度

効  率  性

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

１ 高い
２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

妥　当　性 ２ 検討の余地ありＡ
自治体関与の妥当性
目的の妥当性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点

３ 低い・未実施

３ 妥当でない
３ 妥当でない

２ 目標どおり

Ｈ24評価 Ｈ25評価

１ 妥当である
対象の妥当性 １ 妥当である

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

〇各地区社会教育振興会（地区公民館）へ委託し、高齢者学級や異世代交流などの各種公民館教室を開催した。
〇13地区中３地区（大町、本江、加積）では、この事業と地域振興事業との関連性を重視し、予算の一部を地域協働課に所管替えし
た。

-12.0% 13,973,000総　費　用（Ａ＋Ｂ） 18,461,000 18,312,288 16,258,000 16,123,248

人
件
費

2

②年間所要時間

4,200,000

2

1,000 1,000 1,000 1,000

③人件費（②×＠ 0.0%

1,0000.0%

2 2

4,200,000

2 0.0%

4,200 円）（Ｂ） 4,200,000 4,200,0004,200,000

⑤一般財源 14,266,000

①事務事業に携わる正規職員数
12,058,000

14,112,288 12,058,000 11,923,248 -15.5% 9,773,000
9,773,000

④その他（使用料、雑入等）

11,923,248 -15.5%収入合計 14,266,000 14,112,288

財
源
内
訳

①国庫支出金
②県支出金
③地方債

-15.5% 9,773,000
⑤その他 3,640,000 0.6% 3,618,000
支出合計（Ａ） 14,261,000

3,507,720 3,646,000 3,527,500
14,112,288 12,058,000 11,923,248

④負担金補助及び交付金 187,000 187,000 181,000 178,000 -4.8% 183,000
③工事請負費
②委託料 10,304,000 10,304,000 8,101,000 5,835,000

2.8%113,568
決算増減率 当初予算額予算現額 決算額

137,000

26年度

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

予算現額 決算額

支
出
内
訳

①需用費 130,000

25年度

130,000 116,748
8,101,000 -21.4%

成
果
指
標

生涯学習教室等参加者数 19,500 19,825
19,000 18,845共催事業等参加者数 101.6% 19,00019,000 19,305

19,900

6767 67 100.0%
470 103.8% 490

達成率

19,700 19,737 100.2%

453 488

公民館教室等に参加する住民が増え、住民の教養が高まるとともに地域が活性化する

共催事業等開催数 67 67

計画計画 実績指　標　名 単位 24年度
実績

２
事
業
概
要

事 業 概 要
各地区社会教育振興会（地区公民館）に委託して、生涯学習推進のための各種教室・講座などを開催している。ま
た、地区との共催事業で運動会・敬老会・文化祭を開催している。

対　   　象 市民

25年度 26年度

３
指
標

手       段
（活動指標）

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名

活
動
指
標

生涯学習教室開催数

31-２　地域の教育力の向上

450
計画

各地区公民館が主体となって各種教室や講座等を開催する

意       図
（成果指標）

公民館費

政  策  名

協働になじまない市民協働の状況

施  策  名 31　生涯学習の推進 目

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

予 算 事 業 名 公民館活動振興事業 係　   　名 生涯学習係

電 話 番 号 0765-23-1045

担
当
部
署

課       名 生涯学習・スポーツ課

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 公民館活動振興事業

事  業  期　間 開始年度 昭和27年度 終了年度

事  業  区　分 自治事務



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
② 人
③
① 人
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

地域社会での女性リーダーに求められる役割はますます高まって
きており、会員や組織の減少に歯止めがかからない中での活動の
在り方について検討する必要がある。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 補助率及び上限額について見直す余

地あり
　２次評価 不要

Ｂ
コスト効率

負担割合の適正化
実施主体の適正化

１ 適正である

１ 高い ２ 普通

２ 改善の余地あり ３ 適正でない
２ 改善の余地あり ３ 適正でない

３ 低い
１ 適正である

有  効  性 Ｂ
目標達成度

効  率  性

類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

１ 高い
２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

妥　当　性 ２ 検討の余地ありＣ
自治体関与の妥当性
目的の妥当性

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

評価項目 内　　容

６
評
価

評価の視点

３ 低い・未実施

３ 妥当でない
３ 妥当でない

２ 目標どおり

Ｈ24評価 Ｈ25評価

１ 妥当である
対象の妥当性 １ 妥当である

１ 妥当である ２ 検討の余地あり

〇魚津市連合婦人会へ補助金を交付した。
〇婦人会では、婦人会だよりの発行（年１回）、国内研修の実施、環境フェスティバルをはじめ各種行事への参加等の活動をした。

0.0% 870,000総　費　用（Ａ＋Ｂ） 920,000 920,000 920,000 920,000

人
件
費

1

②年間所要時間

420,000

1

100 100 100 100

③人件費（②×＠ 0.0%

1000.0%

1 1

420,000

1 0.0%

4,200 円）（Ｂ） 420,000 420,000420,000

⑤一般財源 500,000

①事務事業に携わる正規職員数
500,000

500,000 500,000 500,000 0.0% 450,000
450,000

④その他（使用料、雑入等）

500,000 0.0%収入合計 500,000 500,000

財
源
内
訳

①国庫支出金
②県支出金
③地方債

0.0% 450,000
⑤その他
支出合計（Ａ） 500,000 500,000 500,000 500,000

④負担金補助及び交付金 500,000 500,000 500,000 500,000 0.0% 450,000
③工事請負費
②委託料

決算増減率 当初予算額予算現額 決算額
26年度

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

予算現額 決算額

支
出
内
訳

①需用費

25年度

成
果
指
標

婦人会事業参加者数（延べ） 1,900 1,070
20 39国内研修参加者数 135.0% 2020 27

800

280365 332 91.0%
17 94.1% 17

達成率

1,000 728 72.8%

17 16

活動への参加を通じて女性が能力を発揮することができる

会員数 750 570

計画計画 実績指　標　名 単位 24年度
実績

２
事
業
概
要

事 業 概 要 各地区婦人会からなる市連合婦人会の活動を通じて女性の社会参加を促す。

対　   　象 魚津市連合婦人会の会員

25年度 26年度

３
指
標

手       段
（活動指標）

総
合
計
画

目  標  名

基本事業名

活
動
指
標

魚津市連合婦人会活動数

31-２　地域の教育力の向上

17
計画

連合婦人会として社会活動に参加する。

意       図
（成果指標）

社会教育総務費

政  策  名

協働している市民協働の状況

施  策  名 31　生涯学習の推進 目

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

予 算 事 業 名 女性教育事業 係　   　名 生涯学習係

電 話 番 号 0765-23-1045

担
当
部
署

課       名 生涯学習・スポーツ課

補助金

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 女性教育事業

事  業  期　間 開始年度 昭和27年度 終了年度

事  業  区　分 自治事務



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 友好親善都市児童交流事業

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名

予 算 事 業 名

31-２　地域の教育力の向上

生涯学習・スポーツ課

0765-23-1045

開始年度 昭和58年度 終了年度

友好親善都市児童交流事業 係　   　名 生涯学習係

担
当
部
署自治事務

課       名

施  策  名 31　生涯学習の推進 目

項

当面継続

電 話 番 号

事  業  期　間

事  業  区　分

社会教育総務費

基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費
予
算
科
目

会　   　計

10　明日を担う人づくり 社会教育費

一般会計

市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要 友好親善都市の岡山県井原市の児童と魚津市の児童が、隔年で両市を訪問し交流する。

対　   　象 井原市、魚津市の児童（小学５．６年生）

手       段
（活動指標）

平成25年度は、魚津市の児童（小学５．６年生）20名が井原市を訪問し、交流を図る。

達成率 計画

意       図
（成果指標）

お互いの市について知り、子どもたちが交流し、友情を育む。

25年度 26年度
計画 実績

３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

交流事業数 1 1
計画 実績

11 100.0% 1

成
果
指
標

井原市・魚津市の参加児童数 40 40 40 40 100.0% 40

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度

支
出
内
訳

①需用費 167,000 135,811
②委託料 650,000

48.5% 174,000
予算現額 決算額 予算現額 決算額

26年度
決算増減率 当初予算額

680,00020.6%

25年度

232,000 201,683

③工事請負費
614,590 750,000 741,290

942,000
⑤その他 105,342 37,000103,000 88,00021,190
支出合計（Ａ）

-79.9%

100,000

964,163 12.7%

④負担金補助及び交付金

920,000 855,743 1,019,000

942,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

1.0%
④その他（使用料、雑入等）

②県支出金

920,000 855,743 919,000
100,000

600600 600

⑤一般財源

1 1
942,000

0.0% 600

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ）

964,163
①事務事業に携わる正規職員数 1 1

2,520,000

864,163
収入合計 920,000 855,743 1,019,000

2,520,0002,520,000 2,520,000

12.7%

3,484,163 3.2% 3,462,000

人
件
費

0.0% 1

②年間所要時間 600

2,520,000 0.0%

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

3,539,000

○魚津市から児童20名が井原市を訪問し、井原市の児童20名と交流を深めた。
【期日】平成25年８月２日～５日【参加児童】11校20名【研修会】事前研修３回、事後研修１回
【主な内容】・平和学習として、広島平和記念公園などを見学し、平和への意識を高めた。
　　　　　　・田中美術館の見学、井原夏祭りで踊りに参加、鷲羽山ハイランドの散策、弓道体験等を通じて井原市児童との交流を
　　　　　　深めた。

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 3,440,000 3,375,743

６
評
価

効  率  性 Ｂ

評価の視点

３ 妥当でない

Ｈ24評価 Ｈ25評価
３ 妥当でない自治体関与の妥当性

２ 検討の余地あり

評価項目
１ 妥当である ２ 検討の余地あり

内　　容

目的の妥当性

１ なし有  効  性

妥　当　性 Ａ

Ｂ

１ 妥当である
対象の妥当性

上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通

２ 検討の余地あり
１ 妥当である

類似事業の有無
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり

２ 検討の余地あり ３ あり
３ 低い・未実施

３ 低い

３ 妥当でない

３ 低い
２ 改善の余地あり ３ 適正でない

負担割合の適正化

不要 　

１ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

友好親善都市井原市を児童が訪問することは、井原市を知り、魚
津市を見直す良い経験となると考えられる。

評
価
結
果

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり

コスト効率
実施主体の適正化 １ 適正である

１ 高い ２ 普通



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 回
③ 人
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

１ 妥当である

２ 検討の余地あり

不要 　

１ 高い

３ 低い
３ 低い

３ 妥当でない

２ 改善の余地あり

２ 普通

２ 検討の余地あり

３ 適正でない

100.0%

0.0%

25年度
決算増減率

３ あり

1,680,000

100,000

0.2%

120.0%

251,000

3.1%625,000

0.1%

1,680,000 0.0%

2,575,000 2,576,7242,691,000

円）（Ｂ）4,200

559,000

957,000

①需用費

400

1

決算額

成人式実行委員数

単位

957,000

区　　分

②委託料

15

80.0

544,000

効  率  性 Ｂ

上位施策への貢献度
コスト効率

支
出
内
訳

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

①事務事業に携わる正規職員数

Ｂ

負担割合の適正化
実施主体の適正化

Ａ

2,637,000

③人件費（②×＠

ソフト事業

終了年度開始年度 昭和27年度

①国庫支出金

24年度

成人式事業

成人式事業

自治事務１
基
本
項
目

成人者としての自覚と責任をもたせる。
ふるさと魚津への愛着を高める。

市民協働の状況

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

基本事業名

当面継続

成人式実行委員会を組織して企画・運営を行う。

社会教育総務費

協働している

予
算
科
目

款

項

事  業  期　間

目

会　   　計

生涯学習・スポーツ課

生涯学習係

0765-23-1045

一般会計

教育費

社会教育費

担
当
部
署

課       名

係　   　名

電 話 番 号

成
果
指
標

17

活
動
指
標

成人式対象者数

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画

施  策  名

政  策  名

5

達成率

5成人式実行委員会開催数

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち

31-２　地域の教育力の向上

単位 24年度

5 5 5３
指
標

25年度

420
計画

437

15 18

指　標　名

437
計画

成人式参加率

26年度
実績

420 100.0% 420
実績 計画

２
事
業
概
要

事 業 概 要

対　   　象

意       図
（成果指標）

手       段
（活動指標）

②年間所要時間

20歳になった若者の門出を祝い、成人式を挙行する。

③工事請負費

支出合計（Ａ）

本年度20歳になる人（市内現住者、または中学卒業時点まで市内に住んでいた人）

15

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

895,000

②県支出金

⑤その他
④負担金補助及び交付金

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

新成人を中心とした成人式実行委員会を組織して企画・運営を行った。
式当日は、市交通センターが中心となって新成人に「交通安全署名」をお願いし、交通安全意識の向上と交通ルール遵守を呼びかけ
た。
また。第二部のアトラクションの部にはミラたんやビーちゃん（BBTマスコットキャラクター）が登場し、会場を盛り上げた。

895,000
971,000

40,000

400

1,011,000
11 1

0.2%
40,000

0.0%

２ 検討の余地あり

1,680,000

400400

内　　容

2,688,000

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

目的の妥当性 ３ 妥当でない

1,680,000

３ 低い・未実施

３ 適正でない２ 改善の余地あり
１ 適正である

２ 目標どおり

１ 適正である

２ 普通

３ 妥当でない

1,680,000

自治体関与の妥当性

１ 高い
１ なし

１ 高い

類似事業の有無

対象の妥当性
目標達成度

１ 妥当である
１ 妥当である

1

評価項目

２ 検討の余地あり

286,000

予算現額 決算額

40,000

100,000

予算現額

100,000

917,000
40,000

855,000

298,000

６
評
価

Ｂ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

有  効  性

80.097.9%79.6 80.0 78.3

40,000

896,7241,011,000

0.0%100,000
560,653

0.0%

-5.9%

856,724
1,008,000

968,000
896,724

236,071
0.2%

26年度
当初予算額

615,000
112,000

281,000
1,008,000

400

評
価
結
果

事業の進め方・内容について改善の
余地あり

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

成人式実行委員会が学年を超えた仲間づくりができる場としても
貴重であることから、この活動をきっかけとしてその後の青年活
動への広がりを期待できる。

１次評価
（課長総括）



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
② 回
③ 回
① 数
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

１ 妥当である

２ 検討の余地あり

不要 　

１ 高い

３ 低い
３ 低い

３ 妥当でない

２ 改善の余地あり

２ 普通

２ 検討の余地あり

３ 適正でない

77.8%

0.0%

25年度
決算増減率

３ あり

1,680,000

95,000

-17.3%

88.9%

543,000

84.2%28,000

-6.8%

1,680,000 0.0%

2,781,000 2,590,6962,600,000

円）（Ｂ）4,200

28,000

1,120,000

①需用費

400

1

252,000

決算額

魚津市青少年育成県民運動推進指導員活動回数

単位

452,000

1,120,000

区　　分

②委託料

7

150

11,000

効  率  性 Ｃ

上位施策への貢献度
コスト効率

支
出
内
訳

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

①事務事業に携わる正規職員数

Ｃ

負担割合の適正化
実施主体の適正化

Ｃ

2,800,000

③人件費（②×＠

ソフト事業

終了年度開始年度 昭和48年度

①国庫支出金

24年度

青少年教育事業

青少年教育事業

自治事務１
基
本
項
目

青少年の非行を防止する。市民の青少年健全育成に対する意識を向上させ、地域ぐるみで青少年の健全育成を図る。

市民協働の状況

10　明日を担う人づくり

31　生涯学習の推進

基本事業名

当面継続

市少年補導員による補導巡回活動、青少年関係の研修会を開催、啓発キャンペーンや機関誌発行による広報。

社会教育総務費

協働している

予
算
科
目

款

項

事  業  期　間

目

会　   　計

生涯学習・スポーツ課

生涯学習係

0765-23-1045

一般会計

教育費

社会教育費

担
当
部
署

課       名

係　   　名

電 話 番 号

成
果
指
標

9

活
動
指
標

青少年育成魚津市民会議事業数

事 務 事 業 名

予 算 事 業 名

事  業  区　分

総
合
計
画

施  策  名

政  策  名

70

達成率

90魚津市少年補導センター街頭補導回数

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち

31-２　地域の教育力の向上

単位 24年度

100 62 90３
指
標

25年度

9
計画

9

9 8

指　標　名

9
計画

不良行為少年の補導総数

26年度
実績

10 111.1% 10
実績 計画

２
事
業
概
要

事 業 概 要

対　   　象

意       図
（成果指標）

手       段
（活動指標）

②年間所要時間

魚津市の青少年の健全育成推進を図る。

③工事請負費

支出合計（Ａ）

魚津市内の青少年。市民。

8

４
コ
ス
ト
情
報

財
源
内
訳

人
件
費

452,000

1,101,000

②県支出金

⑤その他
④負担金補助及び交付金

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

・夏の青少年の非行・被害防止に取り組む運動一斉啓発キャンペーン（７月）
・魚津市少年補導委員会施設見学研修会（８月）
・家庭の日図画・ポスター作品展示会（11月）
・魚津市少年補導センター一斉街頭補導（11月）
・子ども・若者育成支援強調月間特別研修会（11月）

1,101,000
920,000

400

920,000
11 1

-17.3%

0.0%

２ 検討の余地あり

1,680,000

400400

内　　容

2,600,000

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

目的の妥当性 ３ 妥当でない

1,680,000

３ 低い・未実施

３ 適正でない２ 改善の余地あり
１ 適正である

２ 目標どおり

１ 適正である

２ 普通

３ 妥当でない

1,680,000

自治体関与の妥当性

１ 高い
１ なし

１ 高い

類似事業の有無

対象の妥当性
目標達成度

１ 妥当である
１ 妥当である

1

評価項目

２ 検討の余地あり

545,000

予算現額 決算額

95,000

予算現額

95,000

1,120,000 1,101,000

545,000

６
評
価

Ｃ

評価の視点 Ｈ25評価Ｈ24評価

妥　当　性

有  効  性

13090.0%232 140 126

910,696920,000

0.0%

252,000

95,000
20,266

252,000
0.1%

-44.2%

910,696
920,000
920,000

910,696

543,430
-17.3%

26年度
当初予算額

27,000
95,000

546,000
920,000

400

評
価
結
果

事業の進め方・内容について見直し
が必要

２次評価

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

青少年に関連する団体が連携し、青少年を育てていくことは重要
であり、家庭・地域・行政が連携し社会全体で青少年の健全育成
に取り組む必要がある。

１次評価
（課長総括）



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
② 校
③ 回
① 人
② 人
③ 人

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 子ども元気活動事業

総
合
計
画

目  標  名

政  策  名

基本事業名

予 算 事 業 名

31-２　地域の教育力の向上

生涯学習・スポーツ課

0765-23-1045

開始年度 昭和27年度 終了年度

子ども元気活動事業 係　   　名 生涯学習係

担
当
部
署自治事務

課       名

施  策  名 31　生涯学習の推進 目

項

当面継続

電 話 番 号

事  業  期　間

事  業  区　分

公民館費

基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費
予
算
科
目

会　   　計

10　明日を担う人づくり 社会教育費

一般会計

市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要

・３歳親子ふれあい村：３歳児とその保護者に、自然体験を提供することにより、親子の共同・共感体験を通して、３歳児の豊かな感性を育
てる。保護者向けに講演会を行い、子育てについて再考するきっかけづくりとする。
高校生・大学生ボランティアは親子と接することで幼児教育や将来の子育てについて考える機会を与える。
・就学時子育て講演会：就学時健診に合わせて小学校で子育て講演を開催する。

対　   　象 ３歳児とその保護者、高校生・大学生。未就学児（6歳児）の保護者。

手       段
（活動指標）

３歳親子ふれあい村（夏・冬）、就学時等子育て講演会、親学講演会の実施。

達成率 計画

意       図
（成果指標）

３歳児は自然体験活動をとおして豊かな感性が育まれる。高校生・大学生ボランティアが参加親子とふれあうことで幼児教育や将来の子育て
に関心をもつとができる。保護者は講演会に参加することで子育ての悩みを共有し、家庭教育を見直すきっかけになる。

25年度 26年度
計画 実績

３
指
標

指　標　名 単位 24年度

活
動
指
標

３歳親子ふれあい村実施回数 2 2
計画 実績

2

親学び講演会開催数 2 2

2 100.0%

100.0%

0
就学時子育て講演会開催校数 9 9 9 9 100.0% 9

成
果
指
標

３歳親子ふれあい村参加者数 100 101

親学び講演会参加者数

100 100
就学時子育て講演会参加者数 300 300 320

160 166 103.8%

100.0% 0
326 101.9%

支
出
内
訳

①需用費 150,000 101,906
②委託料

585,000

③工事請負費

0.8% 30,000

単位
24年度

予算現額
25年度

決算額 決算額 決算増減率予算現額
26年度

当初予算額
164,000 102,726

④負担金補助及び交付金
565,000

528,230 14.4%
18.3%359,768 579,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

収入合計 735,000

③地方債
30,000 30,000

595,000
⑤その他 425,504
支出合計（Ａ） 735,000 461,674 743,000

②県支出金

④その他（使用料、雑入等）

461,674 743,000

1,680,000

30,000 31,500
496,730 15.1%

5.0%

400

1 1人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 1 1

③人件費（②×＠ 1,680,000

400 400 400②年間所要時間

2,208,230

0.0%

595,000
⑤一般財源 705,000

528,230 14.4%
431,674 713,000

1

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分

595,000

400

0.0%

0.0%

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

1,680,000

2,275,000

4,200 円）（Ｂ） 1,680,000 1,680,000

3.1%2,415,000 2,141,674 2,423,000

３歳親子ふれあい村（夏・冬）、就学時等子育て講演会、親学講演会を実施した。
３歳親子ふれあい村に関しては、対象の３歳児に対して年間３０人程度と少ないため対象者数を増やすため平成26年度より見直し。

内　　容評価項目

効  率  性 Ｃ

類似事業の有無

妥　当　性 目的の妥当性Ｃ

３ 適正でない

自治体関与の妥当性

対象の妥当性
目標達成度

２ 検討の余地あり ３ あり
３ 低い・未実施

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価

有  効  性

１次評価
（課長総括）

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

Ｂ

事業の進め方・内容について見直し
が必要

３ 妥当でない２ 検討の余地あり

２ 検討の余地あり
２ 目標どおり

３ 妥当でない

１ 妥当である

１ 適正である

１ 高い

負担割合の適正化

３ 妥当でない

不要

３ 低い

　

２ 検討の余地あり

２ 普通

評
価
結
果

１ 妥当である

１ 高い

参加対象人数が限定されることから、３歳親子ふれあい事業は２
５年度をもって廃止した。26年度からは、保育所・幼稚園での子
育て講座の開催する。

１ 妥当である

１ なし

Ｃ

上位施策への貢献度

２次評価

実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
コスト効率

２ 改善の余地あり

１ 高い ２ 普通 ３ 低い



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① 人
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 洞杉指定文化財推進事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成２年 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 4.洞杉指定文化財推進事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

平成２６年 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 文化費

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 洞杉の市・天然記念物に指定する作業及び指定に伴う環境整備と活用。

対　   　象 洞杉、洞杉所有者、市民、観光客。

手       段
（活動指標）

洞杉の文化財としての保存、整備、活用

意       図
（成果指標）

洞杉を生息環境の悪化から守るとともに、洞杉に対する市民の意識を高める。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

洞杉の整備 0 0 1 1 100.0% 1

成
果
指
標

洞杉を訪れた観光客数
郷土の歴史や祭りなどの伝統が継承され、自然に育まれた文
化が豊かであると思う市民の割合 40 55 41 53 129.3% 42

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 0 0 10,000 0 10,000
②委託料 40,000 0 37,900 0 418,000

0
③工事請負費 0 0 0 0

379,260 300,000 298,830 -21.2%

0
④負担金補助及び交付金 0 0 0 0

0
支出合計（Ａ） 440,000 379,260 347,900 298,830 -21.2% 428,000
⑤その他 400,000

財
源
内
訳

①国庫支出金 0 0 0 0

③地方債 0 0 0

0
②県支出金 0 0 0 0 0

0
④その他（使用料、雑入等） 0 0 0 0 0

379,260 347,900 298,830 -21.2%

0

428,000
収入合計 440,000 379,260 347,900 298,830 -21.2% 428,000
⑤一般財源 440,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,008,000

0.0% 2

②年間所要時間 240 240 60 120 -50.0% 60

1,008,000 252,000 504,000 -50.0% 252,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,448,000 1,387,260 599,900 802,830 -42.1% 680,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

「洞杉及び岩上植物群落」の名称で市・天然記念物に指定した。
指定に伴い洞杉を紹介する解説板と見学者に注意を喚起する案内板を設置した。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

平成25年度の文化財（天然記念物）の指定を踏まえて、適切な保
存活用に努める。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 件
③
① 人
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 音楽のまちづくり推進事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成１４年 終了年度

教育委員会生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 2.音楽のまちづくり推進事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 学びの森天神山交流館費

基本事業名 33-１　芸術文化活動の推進 市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要
魚津市を「音楽を愛する街」とするため、「おんがく広場＠ＳＥＮＺＯＫＵ魚津」への事業委託により、各種音楽事
業を実施し、市民が音楽に気軽に親しめる環境を作り、当市の音楽文化の振興を図る。
また、とやま室内楽フェスティバルや学びの森音楽祭を支援する。

対　   　象 市民、市内小中学生・保育園児

手       段
（活動指標）

「おんがく広場＠ＳＥＮＺＯＫＵ魚津」に事業をを委託。公的施設での出前コンサート、保育園でのコンサート、小
中学生円音楽指導とコンサートを行う。とやま室内楽フェスティバルや学びの森音楽祭を支援する。

意       図
（成果指標）

市民に対し、身近に音楽を親しめる環境を作り出すことで、活気と潤いをもたらす。小中学生に対し、専門家による
直接指導により、音楽に対する関心を高めるとともに、演奏技術がアップさせる。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

事業数 38 58 40 39 97.5% 40
事業支援数 0 4 3 2 66.7% 3

成
果
指
標

音楽事業参加者数 2,000 4,248 1,400 2,063 147.4% 2,000
芸術文化に触れる機会が多いと思う市民の割合 24 35 25 30 119.2% 26

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 30,000 30,000 30,000 30,000 0.0% 30,000
②委託料 2,300,000 2,300,000 2,200,000 2,200,000 -4.3% 2,200,000

-79.2% 600,000
③工事請負費 0 0 0 0

0 7,000 0

0
④負担金補助及び交付金 2,400,000 2,400,000 600,000 500,000

7,000
支出合計（Ａ） 4,737,000 4,730,000 2,837,000 2,730,000 -42.3% 2,837,000
⑤その他 7,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 0 0 0 0 40,000
4,730,000 52,002,000 51,951,561 998.3% 2,797,000

収入合計 4,737,000 4,730,000 2,837,000 2,730,000 -42.3% 2,837,000
⑤一般財源 4,737,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 672,000

0.0% 1

②年間所要時間 160 160 120 400 150.0% 120

672,000 504,000 1,680,000 150.0% 504,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 5,409,000 5,402,000 3,341,000 4,410,000 -18.4% 3,341,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○「おんがく広場＠ＳＥＮＺＯＫＵ魚津」へ事業委託し、各種音楽事業を実施した。
　市民のための出前コンサート、親子で楽しむコンサート、小中学生のためのコンサート及び音楽指導者派遣事業。
○とやま室内楽フェスティバルや学びの森音楽祭を支援した。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ｃ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

小学生から音楽に親しむ機会を作ることで、情操教育にも効果が
上がってきている。今後は一般市民のニーズを把握し、事業内容
の見直しを図るとともに、事業の周知に取り組む必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 円
② 回
③
① 件
② 人
③ 千円

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 新川学びの森天神山交流館運営事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成１４年 終了年度

教育委員会生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 1.交流館運営費 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 学びの森天神山交流館費

基本事業名 31-１　学び続ける環境づくり 市民協働の状況 協働可能だが予定なし

２
事
業
概
要

事 業 概 要
（一財）魚津市施設管理公社をを指定管理者とし、施設利用者が快適かつ安全に使用できるよう管理運営を委託。ま
た、学びの森音楽祭の開催や自主事業を行うことにより、魚津市が掲げる音楽のまちづくりの推進と生涯学習の場を
広く市民に提供する。

対　   　象 施設、施設利用者、市民、各種団体等

手       段
（活動指標）

（一財）魚津市施設管理公社を指定管理者とし管理運営を委託。指定管理者において、施設の維持管理、施設利用料
の徴収、施設の利用促進のための企画の実施を行う。さらに学びの森青年会も運営する。

意       図
（成果指標）

施設利用者（市民・文化団体・アーティスト等）が快適かつ安全に利用できる施設を維持する。生涯学習の場を提供
することで、市民の学ぶことへの意欲や教養を高める。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

施設経費 53,067,000 52,868,320 52,469,000 51,361,380 97.9% 61,241,000
自主事業実施回数 187 187 155 146 94.2% 160

成
果
指
標

利用件数 7,200 7,379 7,400 7,450 100.7% 7,500
利用者数 57,000 55,937 57,000 51,974 91.2% 58,000
施設利用収入 11,200 11,875 11,400 11,153 97.8% 11,500

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 2,300,000 2,266,320 4,000,000 3,999,380 76.5% 1,000,000
②委託料 46,000,000 45,842,000 45,602,000 45,602,000 -0.5% 57,374,000

0
③工事請負費 0 0 0 0

30,000 30,000 30,000 0.0%

0
④負担金補助及び交付金 0 0 0 0

30,000
支出合計（Ａ） 48,330,000 48,138,320 49,632,000 49,631,380 3.1% 58,404,000
⑤その他 30,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債

3,143,000
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 774,000 478,702 467,000 409,819 -14.4% 428,000
47,659,618 49,165,000 49,221,561 3.3% 54,833,000

収入合計 48,330,000 48,138,320 49,632,000 49,631,380 3.1% 58,404,000
⑤一般財源 47,556,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 1

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,008,000

-50.0% 1

②年間所要時間 240 240 240 400 66.7% 240

1,008,000 1,008,000 1,680,000 66.7% 1,008,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 49,338,000 49,146,320 50,640,000 51,311,380 4.4% 59,412,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○基本協定書・年度協定書に基づき指定管理料を支払った。指定管理者が施設の維持管理、利用料金徴収業務、自主企画事業等を実
施した。
○高圧機器取替、屋内キュービクル改修、機械室屋外階段修繕、ピアノ修繕、ロードサイン修繕を実施。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ｃ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 管理運営の進め方・内容について改

善の余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

既存の利用者に対する利便性の向上につとめるほか、指定管理者
による自主事業の充実や多様な団体等への利用の働きかけにより
利用者の拡大を図る必要がある。
公共施設再編方針を踏まえて、計画的な施設修繕等を実施しなけ
ればならない。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 円
③ 人
① ％
② ％
③ 人

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 新川文化ホール管理事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成６年 終了年度

教育委員会生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 新川文化ホール管理費 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 新川文化ホール費

基本事業名 33-１　芸術文化活動の推進 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
（公財）富山県文化振興財団を指定管理者とし、施設利用者が快適かつ安全に使用できるよう管理運営を委託。ま
た、多彩な事業の実施を促し鑑賞と参加の機会を広く市民に提供する。

対　   　象 市民、各種団体等

手       段
（活動指標）

（公財）富山県文化振興財団を指定管理者とし管理運営を委託。指定管理者において、施設維持管理や利用料金徴収
業務のほか、多彩な自主企画事業や魅力ある市文化祭・市美展を実施する。

意       図
（成果指標）

施設利用者（市民・文化団体・アーティスト等）が快適かつ安全に利用できる施設を維持する。施設を利用すること
により文化活動が充実する。文化の情報と交流の場を市民に提供し、市民文化の創造及び振興を図る。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

利用件数 1,500 1,314 1,600 1,279

文化自主事業入場者数 50,000 52,614 50,100

79.9% 1,700
利用料金 14,900,000 15,892,899 14,500,000 15,607,358 107.6% 15,136,000

52,322 104.4% 50,200
成
果
指
標

展示ホール利用率 68 67 69 69 100.0% 70
和室・会議室利用率 32 30 33 30 90.9% 34
文化祭、市美展の施設利用者数（入場者数） 7,000 7,971 7,000 7,589 108.4% 7,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費
②委託料 81,100,000 81,100,000 81,100,000 81,100,000 0.0% 76,895,000

-46.3%
③工事請負費 9,300,000
④負担金補助及び交付金 6,573,000 5,792,850 3,113,000 3,112,200

支出合計（Ａ） 87,673,000 86,892,850 84,213,000 84,212,200 -3.1% 86,195,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 132,000 205,309 156,000 175,886 -14.3% 420,000
86,687,541 84,057,000 84,036,314 -3.1% 85,775,000

収入合計 87,673,000 86,892,850 84,213,000 84,212,200 -3.1% 86,195,000
⑤一般財源 87,541,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 840,000

100.0% 2

②年間所要時間 200 200 900 500 150.0% 360

840,000 3,780,000 2,100,000 150.0% 1,512,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 88,513,000 87,732,850 87,993,000 86,312,200 -1.6% 87,707,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○基本協定書・年度協定書に基づき指定管理料を支払った。指定管理者が施設の維持管理、利用料金徴収業務、自主企画事業等を実
施した。
○魚津市民文化祭（10月26日、27日）、第53回魚津市美術展（11月２日～７日）を開催した。
○県が空調設備更新工事、放送設備改修工事を行い、市から県へ負担金を支払った。
○平成25年度末で指定期間が終了するため、平成26年度から向こう５年間の指定管理者の公募選定を行った。その結果、現行の指定
管理者である（公財）富山県文化振興財団が引き続き指定管理者候補者として選定され、議会の議決を経て指定した。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 管理運営の進め方・内容について改

善の余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

市民が多様な芸術文化に触れるとともに、地域の文化資質の向上
に貢献する施設となるよう指定管理者と協議していかなければな
らない。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③ 人
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 新川文化ホール鑑賞事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成18年度 終了年度

教育委員会生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 新川文化ホール鑑賞事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 新川文化ホール費

基本事業名 33-１　芸術文化活動の推進 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
新川文化ホールにおいて、児童・生徒に優れた音楽、本物の舞台芸術等の鑑賞機会を提供し、芸術文化により親しみ
と関心を深めてもらう。

対　   　象 市内中学生、市内全小学校の５・６年生　

手       段
（活動指標）

中学生美術鑑賞会（全中学生対象）、中学生舞台芸術鑑賞会（中学２年生対象）、小学生舞台芸術鑑賞会（小学５・６年生対象）を実施する。

意       図
（成果指標）

芸術文化に対する興味が高まる。豊かな心や感性・創造性が育まれる。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

美術鑑賞会参加者数（全中学生） 1,166 1,166 1,177 1,177

舞台芸術鑑賞会参加者数（小学５・６年生） 814 814 782

100.0% 1,189
舞台芸術鑑賞会参加者数（中学２年生） 390 390 392 392 100.0% 404

782 100.0% 753
成
果
指
標

芸術文化に触れる機会が多いと思う市民割合（市民意識満足度調査による） 24 35 25 30 119.2% 26

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 250,000 250,000 250,000 250,000 0.0% 250,000
②委託料
③工事請負費

506,620 777,000 770,700 52.1%
④負担金補助及び交付金

930,000
支出合計（Ａ） 1,027,000 756,620 1,027,000 1,020,700 34.9% 1,180,000
⑤その他 777,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
756,620 1,027,000 1,020,700 34.9% 1,180,000

収入合計 1,027,000 756,620 1,027,000 1,020,700 34.9% 1,180,000
⑤一般財源 1,027,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 840,000

100.0% 2

②年間所要時間 200 200 120 400 100.0% 240

840,000 504,000 1,680,000 100.0% 1,008,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,867,000 1,596,620 1,531,000 2,700,700 69.2% 2,188,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

中学生美術鑑賞会（全中学生対象）…富山県立近代美術館所蔵作品展「アート羅針盤　きらめく色彩」10月３日西中鑑賞、４日東中
鑑賞
中学生舞台芸術鑑賞会（中学２年生対象）…９月14日「青島広志の世界わくわく音楽紀行withブルー・アイランド楽団」
小学生舞台芸術鑑賞会（小学５・６年生対象）…10月21日「劇団四季ファミリーミュージカル『桃次郎の冒険』」

上記３事業すべて送迎にかかるバスを借り上げた。
生徒に配布する美術鑑賞会用リーフレットを作成した。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

直接一流の芸術文化に触れる機会を提供することにより子どもた
ちの情操の育成するため、指定管理者及び同種事業を実施する各
機関との連携を図る必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 点
② 点
③ 点
① 人
② ％
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 歴史民俗博物館管理事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和48年 終了年度

教育委員会生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 歴民俗博物館管理費 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 歴史民俗博物館費

基本事業名 31-３　博物館の充実 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 博物館の維持管理や展示・普及活動。また寄贈品の整理台帳を作成、収蔵品の適切な管理及び活用を行う。

対　   　象 博物館施設及び館収蔵品、市民

手       段
（活動指標）

維持管理とそれに付随する事務作業。館内展示品等修繕、考古学教室開催による普及活動。

意       図
（成果指標）

博物館の継続的運営。展示施設、収蔵品の管理。館収蔵品の状態や収蔵場所、数量などの把握。
市民が博物館を利用し、収蔵品を見ることができる。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

修繕を行った箇所 7 9 7 11

寄贈点数 10 0 10

157.1% 4
収蔵点数 3,423 3,423 3,430 3,432 100.1% 3,440

9 90.0% 10
成
果
指
標

入館者数 5,500 5,833 6,000 6,620 110.3% 7,000
郷土の歴史や祭りなどの伝統が継承され、自然に育まれた文化が豊かであ
ると答えた市民の割合（市民意識満足度調査による） 40 55 41 53 129.0% 42

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 3,906,000 3,689,445 5,148,000 4,863,285 31.8% 4,053,000
②委託料 1,293,000 1,290,418 1,553,000 1,538,732 19.2% 1,329,000

8.1% 506,000
③工事請負費

3,403,022 3,591,606 3,474,498 2.1%
④負担金補助及び交付金 473,000 459,397 496,394 496,394

4,214,000
支出合計（Ａ） 9,329,960 8,842,282 10,789,000 10,372,909 17.3% 10,102,000
⑤その他 3,657,960

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 45,000 69,840 74,000 199,736 186.0% 81,000
8,772,442 10,715,000 10,173,173 16.0% 10,021,000

収入合計 9,329,960 8,842,282 10,789,000 10,372,909 17.3% 10,102,000
⑤一般財源 9,284,960

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 3 3 3 3

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 3,948,000

0.0% 3

②年間所要時間 940 940 600 500 -46.8% 900

3,948,000 2,520,000 2,100,000 -46.8% 3,780,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 13,277,960 12,790,282 13,309,000 12,472,909 -2.5% 13,882,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○資料の収集整理。H26年３月に盛永俊太郎関連資料の寄贈を受け、平成26年度にかけて目録を作成する。
○施設の管理運営に伴う事務作業を行った。
○老朽化に伴う施設の修繕を行った。
○消火器の交換（15本）を実施した。
○考古学教室を２回（７月27日、８月24日）開催した。
○小学生のための歴史副読本（くらしのうつりかわり）を作成し、小学校に配布した。
○来館者に対し、アンケートを実施した。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 管理運営の進め方・内容について改

善の余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

周辺環境が整備されたことに伴う入館者の増加を契機として、展
示内容の見直しや収蔵品の活用などにより博物館の魅力を高める
必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 魚津歴史民俗博物館企画展事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和62年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 2．歴史民俗博物館企画展事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

施  策  名 31　生涯学習の推進 目 歴史民俗博物館費

基本事業名 31-３　博物館の充実 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 常設展とは別に、テーマを設けて展示を行う企画展を開館期間中に2回実施。

対　   　象 市民、県内外観光客

手       段
（活動指標）

企画展の開催

意       図
（成果指標）

地元魚津の歴史や今も伝わる貴重な文化財を知ることができる。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

企画展の開催回数 2 2 2 2 100.0% 2

成
果
指
標

企画展の入館者数 2,300 2,416 2,500 2,810 112.4% 2,800

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 825,000 745,321 810,000 382,960 -48.6% 1,210,000
②委託料 330,000
③工事請負費

49,200 96,000 0 -100.0%
④負担金補助及び交付金

20,000
支出合計（Ａ） 910,040 794,521 906,000 382,960 -51.8% 1,560,000
⑤その他 85,040

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金 500,000

④その他（使用料、雑入等）
794,521 906,000 382,960 -51.8% 1,060,000

収入合計 910,040 794,521 906,000 382,960 -51.8% 1,560,000
⑤一般財源 910,040

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 3 3 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 2,268,000

-33.3% 2

②年間所要時間 540 540 480 400 -25.9% 600

2,268,000 2,016,000 1,680,000 -25.9% 2,520,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 3,178,040 3,062,521 2,922,000 2,062,960 -32.6% 4,080,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

企画展「昭和のくらし展」及び「戦国のくらし展」を開催。
市内の小学6年生を対象に企画展の見学会を実施。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

周辺環境が整備されたことに伴う入館者の増加を契機として、展
示内容の見直しや収蔵品の活用などにより博物館の魅力を高める
必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① ％
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 文化財保存事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 不明 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 文化財保存事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 文化費

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要

市内にある文化財の保存・活用のため、説明看板や標柱、標識の設置を行う。
風水害による文化財の破損際の調査、修繕を行う。
文化財の保存のための整備、補助、調査を行う。
国指定・重要無形文化財「魚津のタテモン行事」をおこなうために協力している。

対　   　象 市内の文化財。

手       段
（活動指標）

市内の文化財の保存・活用のために整備を行うと伴に、伝統的な祭りの継承に努める。

意       図
（成果指標）

市民の文化財の認知や保護への理解が深まり、適切に保存されるとともに、祭り等の伝統文化が継承される。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

文化財保存のための整備・補助の件数 4 4 4 7 175.0% 5

成
果
指
標

市民意識調査満足度・郷土の歴史や伝統が継承され、自然に育まれた文化が豊かである。 40 55 41 53 129.0% 42
たてもん協力隊参加者数 250 245 250 281 112.4% 320

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 339,000 231,228 629,000 599,817 159.4% 1,375,000
②委託料 1,980,000 1,428,000 1,178,100 1,178,100 -17.5% 1,199,000

-92.7% 97,000
③工事請負費 1,700,000 1,653,750 0 -100.0%

154,500 259,000 193,543 25.3%

0
④負担金補助及び交付金 4,985,000 4,985,000 378,000 366,000

266,000
支出合計（Ａ） 9,263,000 8,452,478 2,444,100 2,337,460 -72.3% 2,937,000
⑤その他 259,000

財
源
内
訳

①国庫支出金 0 0 0 0

③地方債 0 0 0

0
②県支出金 990,000 714,000 588,000 579,000 -18.9% 0

0
④その他（使用料、雑入等） 0 0 0 0 0

7,738,478 1,856,100 1,758,460 -77.3%

0

2,937,000
収入合計 9,263,000 8,452,478 2,444,100 2,337,460 -72.3% 2,937,000
⑤一般財源 8,273,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 4 4 3 3

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 3,360,000

-25.0% 3

②年間所要時間 800 800 884 600 -25.0% 960

3,360,000 3,712,800 2,520,000 -25.0% 4,032,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 12,623,000 11,812,478 6,156,900 4,857,460 -58.9% 6,969,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

たてもん橇の修繕。旧沢崎家の屋根の補修。
大沢地鎮杉の補修。解説板、標柱の設置。
たてもん協力隊の募集を市内高校及び市内企業に訪問して依頼。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

国・県・市指定文化財や今後、保存すべき文化遺産に対して、現状把握
を行い、保存・整備・活用について、検討する必要がある。
国が「魚津のタテモン行事」を含む「山・鉾・屋台行事」についてＨ27
年度にユネスコ無形文化遺産登録を目指すことになったことから、今後
のＰＲが求められている。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 件
③
① 件
② 件
③ 件

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 文化財管理事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和38年 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 文化財管理事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 文化財管理事業

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 市内にある文化財の管理。文化財保護審議会及び博物館協議会の開催。

対　   　象 市内の文化財。

手       段
（活動指標）

文化財保護審議会及び博物館協議会の開催及び未指定文化財の調査を実施し、文化財の保存や活用を図る。また博物館のより良い運営形態を図る。

意       図
（成果指標）

未指定文化財の調査や、文化財の状況を随時確認することで、文化財の劣化や破壊を防ぎ、後世に残すことができる。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

文化財保護審議会の開催 2 1 2 1 50.0% 2
博物館協議会の開催 2 0 2 0 0.0% 2

成
果
指
標

文化財調査件数 2 1 1 1 100.0% 1
新たな指定文化財件数 0 0 1 1 100.0% 0
適切な管理下にある指定文化財 53 53 54 54 100.0% 54

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 155,000 105,897 179,000 91,592 -13.5% 355,000
②委託料 364,000 281,500 388,000 220,000 -21.8% 390,000
③工事請負費

61,872 307,000 118,060 90.8%
④負担金補助及び交付金

321,000
支出合計（Ａ） 693,000 449,269 874,000 429,652 -4.4% 1,066,000
⑤その他 174,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
449,269 874,000 429,652 -4.4% 1,066,000

収入合計 693,000 449,269 874,000 429,652 -4.4% 1,066,000
⑤一般財源 693,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 4 4 3 3

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,848,000

-25.0% 3

②年間所要時間 440 440 300 460 4.5% 300

1,848,000 1,260,000 1,932,000 4.5% 1,260,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,541,000 2,297,269 2,134,000 2,361,652 2.8% 2,326,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

平成25年5月8日に、「洞杉及び岩上植物群落」を市の天然記念物として指定した。
文化財保護審議会で議題となった「火祭り」の調査を実施した。
県指定史跡である松倉城跡の草刈りを2回実施した。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

文化財保護審議会及び博物館協議会で出された意見等に基づき、
文化財の管理や博物館等の運営の改善に努める必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① 件
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 文化財保護団体育成事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成16年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 文化財保護団体育成事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 文化財保護団体育成事業

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
指定無形民俗文化財の保存団体の実施する事業について、魚津市より補助金を交付し、文化財の保存・継承に必要と
なる活動や魚津の歴史を研究する歴史同好会の活動について支援する。

対　   　象 指定無形民俗文化財保存団体。

手       段
（活動指標）

各保存団体において、郷土に伝わる文化財の保存・継承が行われる。

意       図
（成果指標）

保存会等の活動が活発になり、無形民俗文化財が適切に保存・継承される。また、歴史同好会会員により魚津の歴史
や伝統についての調査がなされる。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

指定無形民俗文化財保護団体の維持 4 4 4 4 100.0% 4

成
果
指
標

保存・継承されている無形民俗文化財の数 4 4 4 4 100.0% 4

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費
②委託料

-61.0% 230,000
③工事請負費

0 61,000 60,200
④負担金補助及び交付金 590,000 590,000 230,000 230,000

60,000
支出合計（Ａ） 731,000 590,000 291,000 290,200 -50.8% 290,000
⑤その他 141,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
590,000 291,000 290,200 -50.8% 290,000

収入合計 731,000 590,000 291,000 290,200 -50.8% 290,000
⑤一般財源 731,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 3 3

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,932,000

50.0% 3

②年間所要時間 460 460 60 220 -52.2% 60

1,932,000 252,000 924,000 -52.2% 252,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,663,000 2,522,000 543,000 1,214,200 -51.9% 542,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

市指定の無形民俗文化財保持団体への事業補助。
全国山・鉾・屋台保存連合会総会へ出席。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

文化財保存団体も高齢化の進展により、活動の維持が難しくなっ
てきており、今後も継続して補助していく必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 件
③
① 人
② 点
③ 人

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 芸術文化振興事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 不明 終了年度

教育委員会生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 芸術文化振興事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 文化費

基本事業名 33-１　芸術文化活動の推進 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
市民に優れた音楽・舞台芸術等の鑑賞機会を提供し、文化芸術の裾野の拡大と振興を図る。
文化団体の育成を図る。

対　   　象 ①市民、②市内文化団体（文化協会、市美協）、③市内小中学生

手       段
（活動指標）

国県等の補助事業を利用した公演を開催する。芸術文化団体や中学校文化連盟に補助金を交付し、活動を支援する。
文化事業の後援共催、文化芸術団体との連絡調整を行う。

意       図
（成果指標）

①市民の芸術文化に対する関心が高ます。自らの芸術活動の活性化が図られる。②会員の資質及び活動への参加意欲
の向上。③小中学生が芸術文化に親しむようになる。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

国県等の補助事業開催数 3 3 5 5 100.0% 5
中学校文化連盟事業 15 15 12 12 100.0% 12

成
果
指
標

文化祭への参加人数 6,000 6,121 6,000 5,778 96.3% 6,000
市美展出品数（一般、招待） 240 234 240 234 97.5% 240
市美展入場者数 1,800 1,850 1,900 1,811 95.3% 1,900

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 30,000 30,000 230,000 177,187 490.6% 30,000
②委託料 673,000 656,970 60,000 0 -100.0%

2.4% 50,000
③工事請負費

2,459,030 500,000 323,147 -86.9%
④負担金補助及び交付金 678,000 677,300 694,000 693,800

844,000
支出合計（Ａ） 3,924,000 3,823,300 1,484,000 1,194,134 -68.8% 924,000
⑤その他 2,543,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 12,000 1,029,160 28,000 28,844 -97.2% 28,000
2,794,140 1,456,000 1,165,290 -58.3% 896,000

収入合計 3,924,000 3,823,300 1,484,000 1,194,134 -68.8% 924,000
⑤一般財源 3,912,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,932,000

0.0% 2

②年間所要時間 460 460 600 500 8.7% 900

1,932,000 2,520,000 2,100,000 8.7% 3,780,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 5,856,000 5,755,300 4,004,000 3,294,134 -42.8% 4,704,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○国県等の補助事業を利用した公演（宝くじ文化公演、次代を担う子どもの芸術体験事業等）を開催した。また、国県等の補助事業
について、学校、新川文化ホール、新川学びの森天神山交流館、公民館等に照会し要望があれば申請を行った。
○芸術文化団体や中学校文化連盟に補助金を交付し、活動を支援した。文化協会主催の「青木新門講演会」、市美協主催の「第14回
会員展」等を支援した。
○文化事業の後援・共催の承認手続きを行った。
○H24年12月に諏訪部庸甫氏から自身の作品の寄贈を受け、新川文化ホールにて「諏訪部庸甫展」（会期：平成25年６月７日～８月
19日）を開催した。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

幅広い市民が芸術文化に触れられる機会を拡大しながら、市内の
芸術文化の振興に取り組む必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 箱
②
③
① 箱
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 埋蔵文化財調査室管理事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和27年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 埋蔵文化財調査室管理事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 埋蔵文化財調査室管理事業

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
埋蔵文化財調査室の施設管理を適切に行い、発掘調査によって出土した埋蔵文化財を整理し、管理・収蔵及び調査報
告書の作成等を行う。

対　   　象 発掘された埋蔵文化財及び発掘調査記録。

手       段
（活動指標）

出土品及び記録保存された図面等に対する適切な整理・収蔵。

意       図
（成果指標）

発掘された埋蔵文化財が適切に整理、管理、収蔵される。これにより魚津の文化財として適切に保存されることになる。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

発掘遺物量 15 10 15 22 146.7% 15

成
果
指
標

収蔵遺物量 15 10 15 22 146.7% 15

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 941,000 820,783 1,041,000 772,753 -5.9% 387,000
②委託料
③工事請負費

31,317 36,000 31,464 0.5%
④負担金補助及び交付金

36,000
支出合計（Ａ） 977,000 852,100 1,077,000 804,217 -5.6% 423,000
⑤その他 36,000

財
源
内
訳

①国庫支出金 977,000 852,100 1,077,000 783,087

③地方債

-8.1%
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
21,130 423,000

収入合計 977,000 852,100 1,077,000 804,217 -5.6% 423,000
⑤一般財源

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 3 3

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,134,000

50.0% 3

②年間所要時間 270 270 240 300 11.1% 60

1,134,000 1,008,000 1,260,000 11.1% 252,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,111,000 1,986,100 2,085,000 2,064,217 3.9% 675,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

国道8号バイパス建設等の遺跡試掘調査や市内埋蔵文化財包蔵地の分布調査で採集した遺物整理作業及び報告書作成作業を実施し
た。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

出土した遺物を収蔵整理する埋蔵文化財調査室は必要であり、収
蔵方法等を検討する必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 日
③ 件
① 件
② 件
③ 件

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 遺跡試掘調査事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 不明 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 遺跡試掘調査事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 遺跡試掘調査事業

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
開発対象区内にある埋蔵文化財包蔵地において、遺跡の有無や範囲を確認するための試掘調査を行う。
埋蔵文化財包蔵地の範囲確認のための、分布調査を実施する。
松倉城郭群の詳細調査を実施する。

対　   　象 開発対象地区内にある埋蔵文化財包蔵地等。

手       段
（活動指標）

埋蔵文化財包蔵地内で開発行為が行われる場合には試掘調査を実施する。また、市内の埋蔵文化財包蔵地の分布調査
や松倉城郭群の詳細調査を実施する。

意       図
（成果指標）

試掘結果に基づき、開発予定地内における本発掘調査の有無について判断する。市内分布調査についてはその結果の報告書を刊
行する。松倉城郭群詳細調査については、調査結果を取りまとめ、松倉城郭群調査検討委員会で報告する。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

試掘調査実施件数 0 0 2 2

松倉城郭群の詳細調査（城下町・聞き取り・史料・地籍図の各調査） 0 0 2

100.0% 3
分布調査日数 0 0 30 27 90.0% 8

2 100.0% 2
成
果
指
標

試掘調査結果に基づく本発掘調査有無の判断件数 1 1 2 2 100.0% 3
分布調査報告書の刊行 0 0 1 1 100.0% 1
松倉城郭群検討委員会への調査結果の報告 0 0 1 1 100.0% 1

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 500,510 449,836 500,000
②委託料 189,000 9,630 1,085,540 1,085,540 11172.5% 2,000,000

3,000
③工事請負費

84,000 471,950 469,670 459.1%
④負担金補助及び交付金 3,000 2,457

673,000
支出合計（Ａ） 592,000 93,630 2,061,000 2,007,503 2044.1% 3,176,000
⑤その他 403,000

財
源
内
訳

①国庫支出金 1,000,000 1,000,000

③地方債

1,500,000
②県支出金 296,000 500,000 500,000 750,000

④その他（使用料、雑入等） 1,000 907 1,000
93,630 560,000 506,596 441.1% 925,000

収入合計 592,000 93,630 2,061,000 2,007,503 2044.1% 3,176,000
⑤一般財源 296,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 3 3 3 3

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 2,268,000

0.0% 3

②年間所要時間 540 540 900 700 29.6% 1,200

2,268,000 3,780,000 2,940,000 29.6% 5,040,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,860,000 2,361,630 5,841,000 4,947,503 109.5% 8,216,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

埋蔵文化財包蔵地内における試掘調査を2件実施した。
市内遺跡詳細分布調査として松倉地区、上中島地区の2か所の分布調査を実施した。
松倉城郭群の詳細調査では、城下町の分布調査、地名・伝承等の聞き取り調査、地籍図調査等を実施した。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

埋蔵文化財包蔵地は、開発業者・建設業者には事前調査の必要性
は理解されているが、一般市民には存在そのものが知られていな
い。今後は、市民の目の届くところに埋蔵文化財包蔵地の地図を
置き、開発前の事前調査の必要なことを知らせる。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 件
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 国道8号バイパス遺跡調査事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成19年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 国道8号バイパス遺跡調査事業 係　   　名 文化係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1045

平成25年度 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 10　明日を担う人づくり 項 社会教育費

施  策  名 33　文化の振興 目 国道8号バイパス遺跡調査事業

基本事業名 33-２　地域の歴史や文化の保存・継承 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要 入善黒部バイパス建設予定地内にある埋蔵文化財包蔵地において行った発掘調査及び出土品等の整理を実施する。

対　   　象 国土交通省、市民、計画範囲内にある周知の埋蔵文化財包蔵地。

手       段
（活動指標）

発掘調査を実施した遺跡に対しての調査報告書を刊行。

意       図
（成果指標）

埋蔵文化財包蔵地の範囲、内容を確認し、発掘調査実施の有無や積算根拠となる記録収集を行い、調査報告書を刊行
する。調査後には、バイパス建設工事が予定通り実施される。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

発掘調査完了遺跡数 4 4 0 0
試掘調査報告書の刊行 0 0 2 2 100.0%

成
果
指
標

整理作業達成度 75 75 100 100 100.0%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 3,543,000 2,362,519 2,460,000 2,183,148 -7.6%
②委託料 3,000,000 2,997,750 550,000 451,500 -84.9%

-35.1%
③工事請負費

7,541,825 3,480,000 2,872,680 -61.9%
④負担金補助及び交付金 76,000 51,395 38,000 33,331

支出合計（Ａ） 15,301,000 12,953,489 6,528,000 5,540,659 -57.2% 0
⑤その他 8,682,000

財
源
内
訳

①国庫支出金 15,273,000 12,914,900 6,515,000 5,506,913

③地方債

-57.4%
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 28,000 18,457 13,000 11,672 -36.8%
20,132 22,074 9.6%

収入合計 15,301,000 12,953,489 6,528,000 5,540,659 -57.2% 0
⑤一般財源

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 4 4 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 5,880,000

-50.0%

②年間所要時間 1,400 1,400 600 600 -57.1%

5,880,000 2,520,000 2,520,000 -57.1% 0

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 21,181,000 18,833,489 9,048,000 8,060,659 -57.2% 0

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

平成19年度から実施した8号バイパス建設に伴う試掘調査の調査報告書と平成20、21年度に実施した仏田遺跡の本発掘調査の調査報
告書の2冊を刊行した。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

25年度をもって事業完了した。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 保健体育一般管理事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和52年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 保健体育一般管理費 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6.保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1.保健体育総務費

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要

市の体育・スポーツの普及、振興のため次の事業を行う。
・魚津市スポーツ推進審議会の開催　・県派遣の社会教育主事の受け入れ　・「魚津市の生涯スポーツ」の発刊
・車両の管理　　など

対　   　象 市民

手       段
（活動指標）

・魚津市スポーツ推進審議会の開催　・県派遣の社会教育主事の受け入れ　・「魚津市の生涯スポーツ」の発刊
・車両の管理　　など

意       図
（成果指標）

市のスポーツの振興がなされ、市民がよりスポーツに親しむことができるようになる。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

スポーツ推進審議会の開催 1 1 1 1 100.0% 1

成
果
指
標

週に１回以上スポーツをする人の割合 35.0% 26.7% 40.0% 33.2% 83.0% 40

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 711,000 686,040 259,000 219,782 -68.0% 167,000
②委託料

-0.3% 4,507,000
③工事請負費

443,313 548,000 393,183 -11.3%
④負担金補助及び交付金 4,527,000 4,274,138 4,527,000 4,262,454

259,000
支出合計（Ａ） 5,771,000 5,403,491 5,334,000 4,875,419 -9.8% 4,933,000
⑤その他 533,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 5,000 2,717 2,000 2,258 -16.9% 2,000
5,400,774 5,332,000 4,873,161 -9.8% 4,931,000

収入合計 5,771,000 5,403,491 5,334,000 4,875,419 -9.8% 4,933,000
⑤一般財源 5,766,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 3,780,000

0.0% 2

②年間所要時間 900 900 900 800 -11.1% 800

3,780,000 3,780,000 3,360,000 -11.1% 3,360,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 9,551,000 9,183,491 9,114,000 8,235,419 -10.3% 8,293,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

・魚津市スポーツ推進審議会の開催　・県派遣の社会教育主事の受け入れ　・「魚津市の生涯スポーツ」の発刊
・車両の管理　　など

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

平成24年度に策定された「魚津きときとスポーツプラン」の計画
内容にしたがい、スポーツに関する施策を進めていく必要があ
る。
また、専門知識のある派遣スポーツ主事の配置は、市のスポーツ
振興に大いに貢献するものであり、継続する必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 回
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 スポーツ推進委員事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和36年 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 スポーツ推進委員事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10　教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6　保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1　保健体育総務費

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
市町村におけるスポーツ振興のため、スポーツ推進委員を配置し、住民に対しスポーツの実技の指導や助言を行うと
ともに、スポーツ推進委員を対象に指導技術の向上のための研修を行っている。

対　   　象 市民、スポーツ推進委員

手       段
（活動指標）

・スポーツ推進委員協議会及び同四部会の開催　・特別研修会の開催　・全国及び地区研修会への派遣
・スポーツ行事及び事業の開催、協力

意       図
（成果指標）

市民がよりスポーツに親しみ、取り組むようにする。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

市主催スポーツ行事におけるスポーツ推進委員協力延べ人数 150 211 160 166 103.8% 170
市主催のスポーツ行事協力依頼数 5 6 5 5 100.0% 5

成
果
指
標

週に1日以上スポーツをする市民の割合 35.0 26.7 40.0 33.2 83.0% 45.0

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 188,000 187,306 188,000 186,896 -0.2% 204,000
②委託料 210,000 210,000 210,000 210,000 0.0% 210,000

41.6% 178,000
③工事請負費

1,814,540 1,639,000 1,632,100 -10.1%
④負担金補助及び交付金 178,000 178,000 252,000 252,000

1,716,000
支出合計（Ａ） 2,411,000 2,389,846 2,289,000 2,280,996 -4.6% 2,308,000
⑤その他 1,835,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
2,389,846 2,289,000 2,280,996 -4.6% 2,308,000

収入合計 2,411,000 2,389,846 2,289,000 2,280,996 -4.6% 2,308,000
⑤一般財源 2,411,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 840,000

0.0% 2

②年間所要時間 200 200 200 200 0.0% 200

840,000 840,000 840,000 0.0% 840,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 3,251,000 3,229,846 3,129,000 3,120,996 -3.4% 3,148,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

・スポーツ推進委員協議会及び同四部会の開催、スポーツ行事企画会議の開催（年10回以上）
・スポーツ推進委員資質向上のための研修会の開催（実技研修及び講演会）
・全国、北陸地区研修会参加
・うおづスポレク祭、ユニホック交流大会の開催
・市及び体育協会主催行事協力
・ニュースポーツ出前講習の開催

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

ニュースポーツの実技指導、スポーツに関する指導助言にとどま
らず、地域住民と行政のコーディネーターとしての役割が期待さ
れ、市のスポーツ振興に重要な役割を担うものであることから、
現在の体制を維持する必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① 回
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 スポーツ関係表彰事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和53年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 桑山スポーツ奨励事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 ６．保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 １．保健体育総務費

基本事業名 34-２　選手・指導者の育成と支援 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
スポーツ競技において優秀な成績を挙げるなど、魚津市のスポーツの向上と振興に関して特に功績が顕著な選手、団
体及び指導者を表彰する。

対　   　象 魚津市のスポーツの向上と振興に関して特に功績が顕著な選手、団体及び指導者。

手       段
（活動指標）

①関係団体への表彰候補者の推薦依頼、②表彰候補者選考会議の開催、③表彰者の決定、④表彰

意       図
（成果指標）

該当する指導者、団体、選手に表彰を行う。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

表彰候補者選考会議の回数 2 2 2 2 100.0% 2

成
果
指
標

表彰式の開催回数 2 2 2 1 50.0% 2

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 42,000 36,750 42,000 2,898 -92.1% 38,000
②委託料
③工事請負費

229,210 255,000 -100.0%
④負担金補助及び交付金

249,000
支出合計（Ａ） 297,000 265,960 297,000 2,898 -98.9% 287,000
⑤その他 255,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 282,000 196,519 165,000 -100.0% 124,000
69,441 132,000 2,898 -95.8% 163,000

収入合計 297,000 265,960 297,000 2,898 -98.9% 287,000
⑤一般財源 15,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 420,000

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0% 100

420,000 420,000 420,000 0.0% 420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 717,000 685,960 717,000 422,898 -38.3% 707,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

①関係団体への表彰候補者の推薦依頼、②表彰候補者選考会議の開催(平成25年度の魚津市桑山スポーツ賞は表彰候補者がいなかっ
たため以後の事務は行わなかった。)、③表彰者の決定、④表彰（優良スポーツ指導者、クラブ表彰は1団体、1個人を表彰）

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

優秀成績者及びスポーツ振興に寄与した者に対する顕彰は、ス
ポーツ振興に資する。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 市民スポーツ奨励事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 不明 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 市民スポーツ奨励事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6.保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1.保健体育総務費

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働になじまない

２
事
業
概
要

事 業 概 要
生涯スポーツを推進する事業（うおづスポーツレクリエーション事業の実施、スポーツボランティアの募集、チャレ
ンジデーの開催など）の実施、市民が参加する大会や高いレベルの競技大会の開催に対する補助金交付

対　   　象 スポーツを愛好する市民

手       段
（活動指標）

○うおづスポーツレクリエーション事業の実施　○スポーツボランティアの募集　○チャレンジデーの開催　○市民
スポーツ大会・教室の開催に対する補助　○市内外からの選手、チームが参加する全国規模的な大会開催への補助

意       図
（成果指標）

定期的にスポーツ活動を実践する市民を増やす

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

補助大会・教室数 25 25 25 25 100.0% 26

成
果
指
標

週に１回以上スポーツをする人の割合 35.0% 26.7% 40.0% 33.2% 83.0% 40

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 35,000 2,000 57,000
②委託料 50,000 50,000 300,000 300,000 500.0% 300,000

-40.0% 1,720,000
③工事請負費

5,943 21,000 0 -100.0%
④負担金補助及び交付金 1,916,000 1,916,000 1,200,000 1,150,000

19,000
支出合計（Ａ） 1,981,000 1,971,943 1,556,000 1,452,000 -26.4% 2,096,000
⑤その他 15,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
1,971,943 1,556,000 1,452,000 -26.4% 2,096,000

収入合計 1,981,000 1,971,943 1,556,000 1,452,000 -26.4% 2,096,000
⑤一般財源 1,981,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 840,000

0.0% 2

②年間所要時間 200 200 300 300 50.0% 200

840,000 1,260,000 1,260,000 50.0% 840,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,821,000 2,811,943 2,816,000 2,712,000 -3.6% 2,936,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○取組内容
・市民スポーツ大会の開催（25大会）　　・市民スポーツ教室の開催　・うおづスポーツレクリエーション事業の開催
・スポーツボランティアの募集　　・チャレンジデーの開催　　・井原市との野球親善交流事業

○改善内容
・「チャレンジデー事業」を当事業に組み込んだ。
・スポーツボランティアの募集を行った。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

各種スポーツ大会や教室を支援することは、市民スポーツの振興
策として有効であるが、さらに多くの市民がスポーツ活動に参加
するよう工夫する必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 日
②
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 学校体育施設開放事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和50年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 学校体育施設開放事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 保健体育総務費

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要 最も身近なスポーツ施設である学校体育施設（23施設）を、スポーツ利用のため夜間開放する。

対　   　象 市民、施設

手       段
（活動指標）

管理指導員の任命と活用する施設の修繕等により、より多くの開放が行えるようにする。

意       図
（成果指標）

多くの住民が、スポーツやレクリエーションに取り組めるようになる。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

開放日数 3,400 3,152 3,200 2,934 91.7% 3,200

成
果
指
標

利用者数 57,000 50,505 51,000 44,071 86.4% 51,000

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 1,907,000 1,217,066 2,307,000 1,483,807 21.9% 2,156,000
②委託料
③工事請負費
④負担金補助及び交付金

支出合計（Ａ） 1,907,000 1,217,066 2,307,000 1,483,807 21.9% 2,156,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 350,000 284,900 230,000 195,500 -31.4% 200,000
932,166 2,077,000 1,288,307 38.2% 1,956,000

収入合計 1,907,000 1,217,066 2,307,000 1,483,807 21.9% 2,156,000
⑤一般財源 1,557,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 420,000

0.0% 1

②年間所要時間 100 100 100 100 0.0% 100

420,000 420,000 420,000 0.0% 420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,327,000 1,637,066 2,727,000 1,903,807 16.3% 2,576,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

⑴管理指導員の任命：①地区体育振興会、体育協会へ管理指導員の推薦を依頼、②推薦により任命：任命状交付
⑵開放状況の把握：①報告書提出依頼（各施設の主任管理指導員）、②報告の取りまとめ
⑶施設の維持管理及び各種連絡調整

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

地域におけるスポーツ活動の拠点となる最も身近な体育施設であ
り、今後も利用を推進する必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 人
③
① 位
② 位
③ ％

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 市民体育大会・県民体育大会事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和27年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 市民体育大会・県民体育大会事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6.保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1.保健体育総務費

基本事業名 34-２　選手・指導者の育成と支援 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
○市民体育大会の開催：市民にスポーツを普及・振興し、心身の健康並びに体力の増進及び競技力の向上を図り、明
るく豊かな生活の推進に寄与することを目的として開催する。
〇県民体育大会に参加する選手への選手派遣事務を行う。

対　   　象 スポーツを愛好する市民

手       段
（活動指標）

○市民体育大会の開催　　○県民体育大会・冬季市民体育大会参加選手の派遣業務

意       図
（成果指標）

ア．練習成果を発揮する場を提供することで、生涯スポーツの振興を図る。
イ．県民体育大会に参加する選手に対する交通費等の補助をすることで、競技意欲、及び競技レベルの向上を図る

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

市民体育大会の参加者数 4,500 4,500 4,500 4,500 100.0% 4,500
県民体育大会(2部・3部)の参加者数(延べ人数) 770 773 800 941 117.6% 900

成
果
指
標

県民体育大会（２部）の順位（一般） 5 9 5 12 240.0% 5
県民体育大会（２部）の順位（中学） 6 12 8 9 112.5% 7
週1回以上ｽﾎﾟｰﾂをする市民の割合 35 27 40 33 83.0% 40

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費
②委託料 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 0.0% 2,500,000
③工事請負費
④負担金補助及び交付金

支出合計（Ａ） 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 0.0% 2,500,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
2,500,000 2,500,000 2,500,000 0.0% 2,500,000

収入合計 2,500,000 2,500,000 2,500,000 2,500,000 0.0% 2,500,000
⑤一般財源 2,500,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 420,000

100.0% 2

②年間所要時間 100 100 100 500 400.0% 500

420,000 420,000 2,100,000 400.0% 2,100,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 2,920,000 2,920,000 2,920,000 4,600,000 57.5% 4,600,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○市民体育大会の開催（21種目）：市民体育大会各競技の開催準備及び総合開会式式典運営を魚津市体育協会に委託
○県民体育大会への選手派遣（941人）：県体育協会への出場申込み事務、選手派遣の交通補助の事務を魚津市体育協会に委託

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

多くの市民がスポーツに親しみ、生きがい、健康づくりに取り組
むために、市民体育大会は大きな役割を果たしている。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 回
② 件
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 登山振興事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和62年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 登山振興事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6.保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1.保健体育総務費

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要

①魚津市を代表する山「僧ヶ岳」の一般登山道（東又ルート）を維持する。
　ア.登山道整備：安全柵の確認、新設　潅木、雑草の刈払い　幅員の確保　伊折山休憩所の整備  イ.市民登山会の実施
②僧ヶ岳・毛勝山等の登山者のため、片貝山荘の維持管理を行う。
　ア.浄化槽の点検・清掃　　イ.山荘内の掃除
③片貝山荘の利用許可に係る事務手続きを行う

対　   　象 片貝山荘を利用する登山者、僧ヶ岳の登山者

手       段
（活動指標）

①僧ヶ岳登山道の整備：魚津山岳協会へ委託、②片貝山荘の維持管理：シルバー人材センター、魚津清掃公社へ委
託、③片貝山荘の利用について県外からの利用者に対して市ホームページで周知

意       図
（成果指標）

ア．登山道の整備による安全な登山環境の確立
イ．片貝山荘の整備・維持管理による登山者の利便性の充実

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

登山道の整備回数 2 2 2 2 100.0% 2
片貝山荘の利用許可数 40 42 40 28 70.0% 40

成
果
指
標

片貝山荘利用者数 160 160 170 109 64.1% 160

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 107,000 7,000 107,000 6,542 -6.5% 100,000
②委託料 219,000 209,490 219,000 209,490 0.0% 220,000
③工事請負費

6,000 6,000 6,000 0.0%
④負担金補助及び交付金

6,000
支出合計（Ａ） 332,000 222,490 332,000 222,032 -0.2% 326,000
⑤その他 6,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金 268,000 222,032 268,000

④その他（使用料、雑入等） 10,000 10,362 10,000 -100.0% 10,000
212,128 54,000 -100.0% 48,000

収入合計 332,000 222,490 332,000 222,032 -0.2% 326,000
⑤一般財源 322,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 168,000

0.0% 1

②年間所要時間 40 40 40 100 150.0% 100

168,000 168,000 420,000 150.0% 420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 500,000 390,490 500,000 642,032 64.4% 746,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

○取組内容
・僧ヶ岳登山道の整備委託　　・片貝山荘の維持管理委託　　・片貝山荘の利用許可事務

○改善内容
・市として防災用に備蓄している飲料水の内、賞味期限が切れたものを生活用水として片貝山荘に設置するようになった。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ｂ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

片貝山荘には県外からの利用者も多数あることから、引き続き整
備していく必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
②
③
① ％
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

補助金

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 魚津しんきろうマラソン事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和56年度 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 しんきろうマラソン事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標１　にぎわい、活力あるまち 款 10.教育費

政  策  名 ５　交流と連携によるにぎわい創出 項 6.保健体育費

施  策  名 10　多様な交流の推進 目 1.保健体育総務費

基本事業名 10-２　イベント開催、コンベンションの誘致 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
魚津しんきろうマラソン実行委員会への補助金の交付、実行委員会への参画、大会の準備及び当日の運営、井原マラ
ソンへの魚津市選手団派遣（随行）

対　   　象 市民、全国のマラソンランナー

手       段
（活動指標）

大会に参加する人数を増やす。

意       図
（成果指標）

ア．定期的にスポーツを行う市民の増加
イ．市外の参加者の増加

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

大会参加者数 5,000 5,883 5,000 5,370 107.4% 5,500

成
果
指
標

週1回以上ｽﾎﾟｰﾂをする市民の割合 35 27 40 33 83.0% 40
市外、県外の参加者数 3,500 4,399 3,700 3,993 107.9% 4,100

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費
②委託料

-30.0% 3,500,000
③工事請負費
④負担金補助及び交付金 5,000,000 5,000,000 3,500,000 3,500,000

103,000
支出合計（Ａ） 5,000,000 5,000,000 3,500,000 3,500,000 -30.0% 3,603,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 400,000 400,000 -100.0% 150,000
4,600,000 3,500,000 3,500,000 -23.9% 3,453,000

収入合計 5,000,000 5,000,000 3,500,000 3,500,000 -30.0% 3,603,000
⑤一般財源 4,600,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 2,520,000

0.0% 2

②年間所要時間 600 600 600 600 0.0% 600

2,520,000 2,520,000 2,520,000 0.0% 2,520,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 7,520,000 7,520,000 6,020,000 6,020,000 -19.9% 6,123,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

魚津しんきろうマラソン実行委員会への補助金の交付、実行委員会への参画、大会の準備及び当日の運営、井原マラソンへの魚津市
選手団派遣（随行）
平成25年度は、車いすランナーの参加について、参加の可否を関係団体と協議し、26年大会から車いすの部の新設を決定した。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり補助することが適当 ２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

魚津市に定着した一大スポーツイベントであり、今後も継続して
支援する必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 千円
②
③
① 人
② チーム

③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

補助金

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 全日本大学女子野球選手権大会事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和62年 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 全日本大学女子野球選手権大会事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標１　にぎわい、活力あるまち 款 10教育費

政  策  名 ５　交流と連携によるにぎわい創出 項 6保健体育費

施  策  名 10　多様な交流の推進 目 1保健体育総務費

基本事業名 10-２　イベント開催、コンベンションの誘致 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要

魚津市を代表するスポーツイベントの継続及び充実発展のため、市補助金交付による支援と実行委員会委員に市担当課も就任し、総合協力で
大会準備・運営にあたっている。
事業実施団体：全日本大学女子野球選手権大会魚津市実行委員会
ア．大会の企画（実施要項の作成）　イ．参加校募集　ウ．大会準備、運営　エ．広告料の依頼、徴収　オ．大会及び魚津市のPR

対　   　象 市民、全国の大学の女子軟式野球チーム

手       段
（活動指標）

大会実行委員会への補助金の交付、実行委員会会議への参加、大会運営の補助

意       図
（成果指標）

ア．スポーツを通じての交流の拡大
イ．全国大会の実施による魚津市のイメージアップ

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

補助金額 2,800 2,800 2,300 2,300 100.0% 2,300

成
果
指
標

観戦者数 2,100 2,100 2,000 2,100 105.0% 2,000
参加チーム数 22 22 25 22 88.0% 25

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費
②委託料

-17.9% 2,300,000
③工事請負費
④負担金補助及び交付金 2,800,000 2,800,000 2,300,000 2,300,000

支出合計（Ａ） 2,800,000 2,800,000 2,300,000 2,300,000 -17.9% 2,300,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
2,800,000 2,300,000 2,300,000 -17.9% 2,300,000

収入合計 2,800,000 2,800,000 2,300,000 2,300,000 -17.9% 2,300,000
⑤一般財源 2,800,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,008,000

0.0% 2

②年間所要時間 240 240 240 300 25.0% 300

1,008,000 1,008,000 1,260,000 25.0% 1,260,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 3,808,000 3,808,000 3,308,000 3,560,000 -6.5% 3,560,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

ア．大会の運営　イ．参加募集　ウ．大会準備、運営　エ．広告料の依頼、徴収　オ．大会及び魚津市のPR

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり補助することが適当 ２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

　魚津市で開催される唯一の全国規模のスポーツ大会であり、20
年以上の歴史を積み重ねていることから、引き続き支援する必要
がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
② 人
③
① 人
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 優秀選手強化育成・派遣事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成４年度以前 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 選手強化育成事業・優秀選手派遣事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10.教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6.保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1.保健体育総務費

基本事業名 34-２　選手・指導者の育成と支援 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要

⑴　選手強化育成事業：①優秀チームの招聘、県外遠征、指導者講習会に開催により小中学生を中心とするジュニア
期からの、競技力、指導資質の向上を図る。　②県駅伝競走大会において、選手強化・選考、大会への選手派遣業務
を行う。
⑵　優秀選手派遣事業：①国、県及び魚津市を代表してスポーツ大会に出場する選手等に対して、激励金を支給す

対　   　象 ⑴選手強化育成事業：主に小中学生の競技スポーツ選手、⑵優秀選手派遣事業：全国大会および北信越大会等地域を代表として出場する競技スポーツの選手

手       段
（活動指標）

⑴選手強化育成事業委託　魚津市体育協会、魚津市陸上競技協会に委託
⑵優秀選手派遣事業　広報等により市民に事業内容を周知し対象選手に申請をしてもらう。

意       図
（成果指標）

・競技スポーツ選手の技術、能力の向上。
・優秀な成績を挙げ、全国大会等に出場する選手の増加。

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

激励金申請件数 250 245 250 204 81.6% 250
中体連スポーツ大会出場人数 300 292 310 336 108.4%

成
果
指
標

全国大会出場者数 150 149 160 175 109.4% 170

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費
②委託料 760,000 760,000 760,000 760,000 0.0% 1,500,000

-6.4% 1,507,000
③工事請負費

1,792,000 1,850,000 1,730,000 -3.5%
④負担金補助及び交付金 1,300,000 1,063,590 1,391,000 995,000

1,850,000
支出合計（Ａ） 4,010,000 3,615,590 4,001,000 3,485,000 -3.6% 4,857,000
⑤その他 1,950,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等） 170,000 0
3,615,590 4,001,000 3,485,000 -3.6% 4,857,000

収入合計 4,010,000 3,615,590 4,001,000 3,485,000 -3.6% 4,857,000
⑤一般財源 3,840,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 1,176,000

0.0% 1

②年間所要時間 280 280 280 200 -28.6% 200

1,176,000 1,176,000 840,000 -28.6% 840,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 5,186,000 4,791,590 5,177,000 4,325,000 -9.7% 5,697,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

⑴選手強化育成事業委託
　①選手強化事業　魚津市体育協会へ委託
　②富山県駅伝競走大会選手強化事業　魚津市陸上競技協会へ委託
⑵優秀選手派遣事業
　①市広報において代表として出場する場合に激励金の交付がある旨の記事を掲載
　②激励金交付申請を受け付け、内容確認後対象者へ案内、激励金を交付する。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ｃ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ｂ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ｂ 事業の進め方・内容について改善の

余地あり
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

本事業の激励金の交付により全国大会等への参加の負担を軽減す
るとともに、選手強化事業の委託や専門的な指導者の派遣によ
り、中学生の競技力の向上を図る必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 人
② 回
③
① 位
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

ソフト事業

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 中学校部活動活性化事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 平成12年頃 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 中学校部活動活性化事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1保健体育総務費

基本事業名 34-２　選手・指導者の育成と支援 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
中学校において、スポーツの専門的な技術、指導力を備えた教員がいない運動部に対して、その能力を有する外部指
導者を派遣することにより競技力の向上を図る。
ア．派遣要望の把握　イ．派遣指導者の委嘱　ウ．謝金支払　エ．県補助関係事務（申請、実績報告）

対　   　象 運動部に所属する中学生

手       段
（活動指標）

ア．派遣要望の把握　イ．派遣指導者の委嘱　ウ．謝金支払　エ．県補助関係事務（申請、実績報告）

意       図
（成果指標）

競技力の向上

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

派遣指導者数 12 12 12 12 100.0% 12
指導回数 360 360 360 360 100.0% 360

成
果
指
標

県民体育大会の順位 5 12 10 9 90.0% 8

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費
②委託料
③工事請負費

720,000 720,000 672,000 -6.7%
④負担金補助及び交付金

720,000
支出合計（Ａ） 720,000 720,000 720,000 672,000 -6.7% 720,000
⑤その他 720,000

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金 192,000 192,000 192,000 180,000 -6.3% 192,000

④その他（使用料、雑入等）
528,000 528,000 492,000 -6.8% 528,000

収入合計 720,000 720,000 720,000 672,000 -6.7% 720,000
⑤一般財源 528,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 1

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 84,000

-50.0% 1

②年間所要時間 20 20 20 100 400.0% 100

84,000 84,000 420,000 400.0% 420,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 804,000 804,000 804,000 1,092,000 35.8% 1,140,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

ア．派遣要望の把握　イ．派遣指導者の委嘱　ウ．謝金支払　エ．県補助関係事務（申請、実績報告）

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 計画どおり事業を実施することが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

本事業により専門的な指導者を派遣するとともに、選手強化事業
の委託や優秀選手派遣事業による助成により、中学生の競技力の
向上を図る必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① ％
②
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

補助金

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 スポーツ少年団育成事業 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和51年頃 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 スポーツ少年団育成事業 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

平成25年度 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 1保健体育総務費

基本事業名 34-２　選手・指導者の育成と支援 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要
魚津市スポーツ少年団および魚津市スポーツ少年団指導者協議会への活動に対して補助金を交付する。これによりス
ポーツ少年団活動を活性化させ、児童の体力づくり（スポーツに親しみ体力を向上）と人間づくり（団体活動での規
律を学ぶことや、多くの児童との交流を深めること）により、児童の健全な成長を図る。

対　   　象 児童及び指導者（指導者協議会）

手       段
（活動指標）

市スポーツ少年団、市スポーツ少年団指導者協議会への助成金の交付、市スポーツ少年団が実施する国内交流事業への助成金の交付

意       図
（成果指標）

心身ともに健康な児童の増加

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

補助金、助成金の件数 4 4 4 4 100.0%

成
果
指
標

スポーツ少年団加入率 39.0 32.7 35.0 31.2 89.1%

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費
②委託料

10.6%
③工事請負費
④負担金補助及び交付金 940,000 940,000 1,040,000 1,040,000

支出合計（Ａ） 940,000 940,000 1,040,000 1,040,000 10.6% 0
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金

④その他（使用料、雑入等）
940,000 1,040,000 1,040,000 10.6%

収入合計 940,000 940,000 1,040,000 1,040,000 10.6% 0
⑤一般財源 940,000

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 1 1 1 1

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 84,000

0.0%

②年間所要時間 20 20 20 100 400.0%

84,000 84,000 420,000 400.0% 0

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 1,024,000 1,024,000 1,124,000 1,460,000 42.6% 0

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

市スポーツ少年団、市スポーツ少年団指導者協議会への助成金の交付、市スポーツ少年団が実施する国内交流事業への助成金の交
付、広報への団員募集記事の掲載

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ｂ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり補助することが適当 ２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

少年期からスポーツに取り組むことは重要であるが、スポーツ少
年団員の減少が続いていることから、支援の対象や事業内容につ
いて検討する必要がある。

評
価
結
果



平成 25年度実績に関する事務事業評価表

　

① 件
②
③
① ％
② 人
③

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間

円

円

施設管理

１
基
本
項
目

事 務 事 業 名 体育施設管理事務 担
当
部
署

課       名

事  業  期　間 開始年度 昭和32年 終了年度

生涯学習・スポーツ課

予 算 事 業 名 体育施設管理費 係　   　名 スポーツ係

事  業  区　分 自治事務 電 話 番 号 0765-23-1046

当面継続 予
算
科
目

会　   　計 一般会計

総
合
計
画

目  標  名 基本目標４　人と文化を育むまち 款 10教育費

政  策  名 11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興 項 6保健体育費

施  策  名 34　生涯スポーツ・レクリエーションの振興 目 2体育施設費

基本事業名 34-１　生涯スポーツ・レクリエーションの推進 市民協働の状況 協働している

２
事
業
概
要

事 業 概 要

スポーツ施設の適正な維持管理、利用者サービスに努め、有効的な利用促進を図り、市民の健康増進及び誰もが気軽にスポーツ
に親しめる環境を整える。
　1.対象施設：天神山野球場、吉田グラウンド、総合体育館（温水プール、弓道場含む）、桃山運動公園
　2.指定管理者制度による維持管理、運営　H18.4.1から：（財）魚津市体育協会

対　   　象 市民、管理施設（天神山野球場、吉田グラウンド、総合体育館（温水プール、弓道場含む）、桃山運動公園）

手       段
（活動指標）

(公財)魚津市体育協会を指定管理者とし指定管理料を支払い、管理運営を委託した。また、施設の修繕（規模が大き
く金額で300千円以上）等を行った。

意       図
（成果指標）

事業の対象となる施設の利用者数及び定期的にスポーツを行う市民の増加

３
指
標

指　標　名 単位 24年度 25年度 26年度
計画 実績 計画 実績 達成率 計画

活
動
指
標

施設修繕（300千円以上） 1 1 2 4 200.0% 1

成
果
指
標

週1回以上スポーツをする市民の割合 35 27 40 33 82.5% 40
対象スポーツ施設の利用者数 230,000 191,499 225,000 218,471 97.1% 225,500

４
コ
ス
ト
情
報

区　　分 単位
24年度 25年度 26年度

予算現額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

支
出
内
訳

①需用費 1,200,000 1,102,920 5,730,000 5,609,100 408.6% 1,000,000
②委託料 110,292,000 110,292,000 120,292,000 118,671,000 7.6% 111,826,000
③工事請負費 4,708,200 4,708,200 -100.0% 230,000,000
④負担金補助及び交付金

8,834,000
支出合計（Ａ） 116,200,200 116,103,120 126,022,000 124,280,100 7.0% 351,660,000
⑤その他

財
源
内
訳

①国庫支出金

③地方債
②県支出金 4,343,000 4,343,000 -100.0%

97,500,000
④その他（使用料、雑入等） 570,000 534,695 570,000 531,876 -0.5% 106,570,000

111,225,425 125,452,000 123,748,224 11.3% 147,590,000
収入合計 116,200,200 116,103,120 126,022,000 124,280,100 7.0% 351,660,000
⑤一般財源 111,287,200

人
件
費

①事務事業に携わる正規職員数 2 2 2 2

③人件費（②×＠ 4,200 円）（Ｂ） 2,520,000

0.0% 2

②年間所要時間 600 600 600 600 0.0% 600

2,520,000 2,520,000 2,520,000 0.0% 2,520,000

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 118,720,200 118,623,120 128,542,000 126,800,100 6.9% 354,180,000

５
取
組
内
容

　平成25年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

基本協定書・年度協定書に基づき指定管理料を支払った。
総合体育館及び室内温水プールの耐震診断調査を実施、耐震性がないことが判明。
桃山陸上競技場について第２種公認を継続するための改修を26年度に行うこととし、改修のための助成金(スポーツ振興くじ助成
金）の申請を行った。
桃山運動公園内にある、大時計（野球場前）の改修工事、老朽化した花壇木柵（遊具広場）の撤去工事、及び落雷被害による高圧電
気設備の修繕をこなった。また運動広場上屋設置に伴う舗装復旧工事を行った。

６
評
価

評価の視点 Ｈ24評価 Ｈ25評価 評価項目 内　　容

目的の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない妥　当　性 Ａ
自治体関与の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

対象の妥当性 １ 妥当である ２ 検討の余地あり ３ 妥当でない

有  効  性 Ａ
目標達成度 １ 高い ２ 目標どおり ３ 低い・未実施
類似事業の有無 １ なし ２ 検討の余地あり ３ あり
上位施策への貢献度 １ 高い ２ 普通 ３ 低い

効  率  性 Ａ
コスト効率 １ 高い ２ 普通 ３ 低い
実施主体の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない
負担割合の適正化 １ 適正である ２ 改善の余地あり ３ 適正でない

１次評価
（課長総括） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適

当
２次評価 不要 　

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

公共施設再編方針にしたがい、総合体育館利用者の学校統廃合後
の体育館への移行及び温水プールの建て替えについて検討する必
要がある。

評
価
結
果


